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はじめに 

本製品を安全に正し<使ラために重要な事項が、同捆の冊テ『安必してお使いいた 
だくために』に記載されています。必ずお読みになり、正しくお使いください。 
お読みになった後は、し、つでも見られるようにお手元に大切に保管してくださし、。 

本書は、次のミ央まりに従って書かれています。 


記号の意味 


么ち険 

"取扱いを誤った場合、使用をび死 t または重傷（*1)を負ラことび 
あり、その切迫の度合いび高いこと’’をおします。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷（*1)を負ラことが 
想定されること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負うことび想定される 
か、または物的損害（*3)の発生び想をされること"をおします。 


データの消失や、故障、性能を下を起こさないために守ってほしい内 
容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

役立つ 
操作集 

巧っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルや他のマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合… 「 」 

他のマニュアルへの参照の場合…『』 

サイバーサポートへの参照の場合…《》 

サイバーヴポートにはさまざまな情報び搭載されており、自然語 
で検索でさまず。 


* 1重傷とは、失明令けび、やけど（高温•低湿)、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るものお 
よび治療に入院-長期の通院を要するものをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび•やけど•感電などをさします。 

*3 物的損喜とは、家屋•家財および家畜•ペット等にかかわるお大損善をさします。 













用語について —— 

本書では、次のよラに定義します。 

システム 特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム 

(0S) を示します。本製品のシステムは Windows XP です。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプリケーションソフトウエアを示します。 

Windows XP Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system 日 
本語版をおします。 

MS-IME Microsoft® IME 2003 /ナチュラルインプット 2003 を示します。 

サイバーサポート 

CyberSupport for TOSHIBA を示します。 

ドライブ DVD マルチドライブ/マルチドライブを示します。内蔵されている 
ドライブはモデルによって異なります。 

国^詳細について ri 章 9 ドライブ」 

DVD マルチドライブモデル 

DVD マルチドライブび内蔵されているモデルを示します。 

DVD - R/-RW ドライブモデル 

DVD-R/-RW ドライブび内蔵されているモデルを示します。 

マルチドライブモデル 

マルチドライブび内蔵されているモデルを示します。 

TV チューナ内蔵モデル 

TV チューナび内蔵されているモデルを示します。 

フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデル 

フ□ッピーディスクドライブび内蔵されているモデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能び内蔵されているモデルをおします。 

Office 搭載モデル 

Microsoft® Office Personal Edition 2003 がプレインストールさ 
れているモデルを示します。 


記載について 

■記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目があります。その場含は、 
「用語について」のモデル分けに準じて、「****モデルのみ」とま記します。 

-インターネット接続については、内蔵モデムを使用した接続を前提に説明していまず。 
. アプ U ケー シ ヨンについては、本製品にプレインス I -ールまたは同捆の CD / 
DVD からインス I -ールしたバージヨンを使用することを前提に説明しています。 

-本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場 
合があります。 


Trademarks ^ 

- Microsoft 、 Windows、Windows Media 、 日 neNote 、 日 utlooki ま、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

• Intel 、 インテル、 Celeron は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation またはそのテ舍社の商標または登録商標です。 

- CyberSuppo け、目 eatJam 、 ホームぺージミックス、マイペンシルは、株式会社ジャ 
ストシステムの商標または登録商標です。 

- CyberSupports 目 eatJam 、 ホームぺージミックス/ R . 2、マイペンシル/ R . 2は、 
株式会社ジャストシステムの著作物であり、 CyberSuppo け、目 eatJam 、 ホーム 
ページ S ックス/ R .2、 マイペンシル/ R .2 にかかる著作権、その他の権利は株式舍 
社ジャストシステムおよび各権利者に帰属します。 

- CDD 目は Gracenote の商標です。 

- i . LINK と i.LINK □づは商標です。 

- Fast Ethernets Ethernet は富±ゼ□ックス社の商標または登録商標です。 

■ LaLaVoice 、 ekitanExpress 、 Cmfi 旨 Free は（株）東芝の商標または登録商標 
です。 

- The 翻訳、 The 翻訳インターネットは東芝ソリユーシヨン株式舍社の商標です。 

- Adobe は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 

- Drag'n Drop はイージーシステムズジャパン株式会社と株式舍社デジオンの登録 
商標です。 

-駅すぱあとは株式会社ヴァル研究所の登録商標です。 

-プ□アトラスは株式会社アルプス社および株式会社アルプス出版社の登録商標です。 
■ Symantec、Norton AntiVirus、LiveUpdate な Symantec Corporation の登 
録商標です。 

Norton Internet Security な Symantec Corporation の商標ごす。 

©2004 Symantec Corporation , All Rights Reserved . 

■ InterVideo 、 WinDVD 、 WinDVR、WinDVD Creato 「は InterVidea Inc . の登録 
商標または商標です。 


- Ma 目 icGate 、 "メモ U — スティック’’、 M . . ‘‘ OpenMG ’’ および ‘‘ OpenMG ’’ □ゴ 
は、 ソニー 株式会社の商標です。 

取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用し 
ている場合びあります。 

プ□七ッサ （ CPU ) に関するごま意 

本製品に使われているプ□セッサ ( CPU ) の処理能力は次のよラな条件によって違 
いび現れます。 

-周辺機器を接続して本製品を使用している場合 
■ A 巳アダプタを接続せずバッテ U 駆動にて本製品を使用する場合 
-マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
-本製品を通常の電話回線、もしくはほ连度のネットワークに接続して使用ずる場合 
■複雑な造あに使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピュータび必要に設計 
されているデヴィン用アプリケーションソフト）を本製品上で使用する場合 
-気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高],000 メートル （3,280 フィート）しソ上をお考えください。 
■目まとして、気温巳〜3已む（高所の場合2巳む）の範囲を超えるよラなか気温の 
状態で本製品を使用する場合 

本製品の八ードウ I ア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と 
異なる場合びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンずる場合びあります。 
これは、当社び巧奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された 
場合、お客様のデータの喪失、破損、本製品自体に巧ずる損害の危険を減らすための 
通常の保護機能です。なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、 
必ず定期的にデータを外部記録機器にてな存してください。また、プ□セッサび最 
適の処理能力を発揮するよラ、当社び巧奨する状態にて本製品をご使用<ださい。 
この他の使用制限事項につさましては取扱説明書をお読み<ださい。また、詳細な 
情報についてはま芝 P 巳ダイヤル〇已 70-00-3 100にお問い合わせください。 


著作権について— - — 

音楽、映像、コンピュータ-プ□グラム、データベースなどは著作権法により、そ 
の著作者及び著作権者の権利び保護されています。こラした善作物を複製すること 
は、個人的にまたは家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的 
を超えて、権利者の了解な<これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物 
の譲渡、ネットワーク上での配信などを行ラと、「著作権侵害」「著作者人格権侵害」 
として損害賠償の請まや刑事処罰を受けることびあります。本製品を使用して複製 
などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむびけてください。 

リリース眉巧について ——— — 

「|」|」ース情報」には、本製品を使用するラえでのを意事項などび記述されています。 
必ず読んでください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[はじめに]一[リリース情報]を 
クリックする 


お願い - I 百— 

■本製品の内蔵八ードディスクにインストールされているシステム （0 S )、 アプリ 
ケーションしソ外をインストールした場合の動作な証はでをません。 

- Windows のツールまたはリカバ U DVD 书 0 M を使用して再セットアップする手 
順しソ外のち法で、パーティションを変更■削除•追加しないでください。ソフト 
ウェアの領域を壊ずおそれびあります。 

■内蔵八ードディスクにインストールされているシステム （0 S )、 アプリケーショ 
ンは、本製品でのみ利用でさます。 

-購入時に定められた条件しソ外で、製品およびソフトウェアの複製ちしくはコピー 
をすることは禁じられています。取り扱いにはま意してください。 

-パスワードを設定した場合は、忘れたときのために必ずバスワードを控えておい 
てください。パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除でをなくなった場 
合は、使用している機種をお認を、近くのイ呆守サービスに依頼してください。パ 
スワードの解除を保守サービスに依頼する場合は、有償です。またそのとを、身 
分証明書（お客様自身を確認でさる物）の巧示び必要となります。 

■セキュ U ティ巧策を施さず、あるいは、無線 LAN の仕様上やむを得ない事情によ 
りセキュリティの問題び発生してしまった場合、弊社は、これによって生じた損 
害に巧する責任を負いかねます。 

-ご使用の際はおず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約 
書』および『ソフトウェアに関するミ主意事項』をお読みください。 

本製品のお客な登録（ユーヴ登録）をあらかじめ行っていただくよラお願いしており 

まず。本体同おの『お客様登録カード』またはインターネット経由で登録でをます。 

国^詳細について『さあ始めよラ]章日ユーヴ登録をする』 

『保証書』は記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 



や w たいことを探ミろ/ 



© 


巧しかた 


•ホームぺージを見たい 


「Internet Explorer 」 与 XXX 


し ►アプ IJ ケーシヨン名 U 

>参照ページまたは 


参照マニュアル名 J 

U 

U 


巧信を楽しお 


プ□八’イダと契約したい 

「簡単インターネット」与『さあ始めよ5 3章』 

ホームぺージを見たい 

「Internet Explorer 」 =>『さあ始めよう3章』 

ホームページを英語/曰本語に翻訳したい 

「 The 翻訳インターネット」与《ヴイバーヴポート》 

海がでインターネットに^したい 

「内蔵モデム用地域選択ユーティリティ」与『応用にチャレンジ1章』 

ネットワークの該断や切り替えをしたい 

に onfi 旨 Free 」 与『応用にチャレンジ1章』 




一化を巧ろ 



メールとスヶジュールをまとめて管理したい 

[Microsoft Office Outlook 」* i 二>《ヴイバーヴポート》 


メールを したい 

「Microsoft Office Outlook 」 = 
与>『さあ始めよう4章』 


[Outlook Express 」 
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* 


日 ffice 搭載モデルのみ 




















各アプリケーションの問い合わせ先は『困ったとさは付録』をご覽ください。 



音楽を楽しお 


音楽 CD やファイル、ムービーを再生したい 

「Windows Media Player 」 =>P. 日 4、103 

オリジナル音楽 CD を作りたい 

rorag'n Drop CD+DVD 」 =>P.107 

音楽 CD やファイルを再生、管理したい 

「己 eatJam 」 =>P.94 、 白 9 





ち声 


パソコンを音声で操作したい 
} (ソコンに文章を読み上げさせたい 

FLaLaVoiceJ => 《サイ；（ーヴポート》 



画像/哄像を楽レお 


デジタルカメラの写真を取り込んで編集したい 

「デジカメ Walker (Ulead iPhoto Express) 」 =>P.l18 

DVD を楽しみたい 

rinterVideo WinDVDJ 与 P'l12 

映像を取り込んで編集し、 DVD を作りたい 

rWinDVD Creator 2 円 atinum 」 *2=>P.1 吕 1 

テレビを観たり、録画したい 

「 WinDVR 」 *3 与 『 TV/CD 操作ガイド』 



* 乙 DVD への 書さ込みは DVD マルチドライブモデルのみ 
*3 TV チューナ内蔵モデルのみ 























I hll 


ち書/巧を作る 


案内状や報告書を作りたい 

[Microsoft Office Word 」* i 二>《サイバーヴポート》 

表やグラフを作りたい 

[Microsoft Office Excel 」 り二>《ヴイバーヴポート》 


慨 IJ な、/フト 


PDF ファイルを見たい 

「Adobe Reader 」 二>《サイバーヴポート》 

地図で場所を調べたい 

「プ□アトラス W 2 for T 日 SH 旧 A 」 与《ヴイバーヴポート》 

電車の経路や時刻表、運賃を調べたい 

「駅すぱあと」 「 ek け anExpress Online 」 与《サイバーヴポート》 

年賀げや暑中見舞いを作りたい 

「筆ぐるめ」二>《ヴイパーサポート》 

ホームページを作りたい 

「ホームページ S ックス / R ぶ」与《ヴイバーサポート》 


日記をつけたい 

「マイペンシル/ R .2」 与《サイバーヴポート》 

メモを有効活用したい 

[Microsoft Office OneNote 2日03」 

二>《サイバーヴポート》 

キャラクターで遊びたい 

「ぱ5ちゃん」二>《サイバーサポート》 
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* 1日 ffice 搭載モデルのみ 
















ちアプリケーションの問い合わせ先は『困ったとさは付録』をご覧ください。 ③ 


) パソコ>を守る 


• ウイルスのチェックや駆除をしたい 

「Norton Internet Security 」 二>『困ったときは2章』 

- CD - R 、 CD - RW にバックアップを取りたい 

rorag'n Drop CD+DVDJ =>『困ったときは吕章』 


パ V コ>0設を 


•バソコンの:!犬態をチエックしたい 
パソコンの昼本情報を知りたい 

「ま芝 PC 診断ツール」づ>『困ったときは1章』 

• 八ードウエアの設定を変えたい 

「ま芝 HW セットアップ」=>『応用にチャレンジ已章』 

. ワンタッチボタンの設定を変えたい 

「ま芝コント□-ル」 => P .91 

• キー操作でアプ U ケーシヨンを起動したい 

fFn-esseJ =>《サイパーヴポート》 

• バッテリ駆動のときの省電力設定をしたい 

「東芝省電力」与『応巧にチャレンジ3章』 






アイコンやメニューを大きくしたい 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 二>《ヴイバーヴポート〉〉 


壁紙の設定をしたい 

「くるくる壁紙チェンジヤー」与 > P .52 


義 










1 章 

本巧の機能 


このパソコン本体の各部について、名称、役割、基 
本の使いかたなどを説明しています。 

また、使し、やすいように各部機能の設定を変更、調壁 
ずる操作やシヨートカットなど役に立つ機能も絕か。 
各部の手入れについても確認してください。 


1さ部の名前16 
2システムインジケータ吕3 
3キーボード吕4 
4タッチパッドとマウス 31 
已ライフスタイルバネル41 
巨ディスプレイ已〇 
7八ードディスクドライブ已8 
8サウンド機能已9 
9 ドライブ63 
10フ□ッピーディスクドライブ76 
11 SD メモリカード/メモリースティック 82 
12ワンタッチボタン 91 



1 各部の名前 


ここでは、各部の名前と機能を簡単に説明します。 

それぞれについての詳しい説明は、各参照ページや各マニュアルを確認してくだ 
さい。 



ディスプレイ （：> P. 已 0) 


ボード（ご P.24) 


—タッチパッド（ご P.31) 



ディスプレイ開閱ラッチ 


インジケータ（ご P.23) 

次頁の拡大図 A を- 
確認してください。 

ライフスタイル八ネル- 
〇 P.41) 

内蔵マィク- 


• QE セキュリティ□ック•ス□ット 

盗難防止用チェーンなどを接続し 
ます。セキュリティ□ック用の機 
器は、本製品に対応しているかど 
ラかを販売店に確認して < ださい。 


占 常左 LLINK(IEEE13 日 4) コネクタ *1 」 
囚固 PC 力ードス□ット *1 - 


^スピーカ 
スク□ールスイッチ 


(叩))ワイヤレスコ=ユニケーシヨン 
スイッチ 

D 『応用にチャレンジ1章』 


S み/嗟 SD カード/メモリースティックー I 
ス□ツト（ご P.82) 


ボリュームダイヤル 
(ご P . 已日） 


フ□ッピーディスクドライブ（ご P .7 巨）—— 
または TV チューナ：> 『 TV/CD 操作ガイド』 

購入したモデルによって異なります。 

この図はフ□ッピーディスクドライブ内蘭 


ヘッドホン出力端子 *1 
/LINE OUT 端子* 1 

—— i マイク入力端子*1 


モデルです。 TV チューナ内蔵モデルは 
次頁の拡大図日を確認してください。 


* 1『応用にチャレンジ2章』を参照してください。 
































腑大回 A 】 





cl ) 電源 スイッチ 

インターネットボタン（ご P .91) 

ボタンを巧すと、インターネットブラウヴび起動 
しま 9—0 


K ••サイパ'—サボートボタン（ご P .91) 

ボタンを押すと、サイバーサポートが起動します。 

E メールボタン（ご P .91) 

ボタンを巧すと、メールソフトび起動します。 


電源 スイッチについて 

電源スイッチのランプは、ディスプレイを開けると点灯し、ディスプレイを閉じる 
と消灯します。 

また次の場合にをランプび消なします。 

-電源を切ったあと1分経過したとさ 

-ディスプレイを開けてから電源スイッチを押さずに1分経過したとを 

電源スイッチのランプは、パソコンの状態によって光りかたび変化します。 

さらに光りかたの設をを変更ずることびでさまず。 

変更ち法は『応用にチャレンジ已章 2-2 -[ボタン設定]タブ』を確認してください。 

腑大回引 

* TV チューナ内蔵モデルのみ 


p - ビデオ入力 （ S - Video ) コネクタ（ご P .124) 

r - ビデオ入力（コンポジット）コネクタ（ご P .1 吕 4) 





i 

獲 

麵 


参ん 


音声入力端子（ご P .124) 










































〇] 


背面回 


r 





ir アンテナ入力端子 
ご 『 TV / CD 操作ガイド』 

TV チューナ內蔵モデルにのみ 
装備されています。 

折電源コネクタ- 


USB コネクタ *1 

{Ether} LAN コネクタ 
ご『応用にチャレンジ1章』 

もモジュラージャック 
D 『さあ始めよう3章』 


* 1『応用にチャレンジ2章』を参照してください。 


^^■18 






















〇】 


裏面図 



* 1『応用にチヤレンジ2章』を参照してください。 

【保護フイルムをはがす】 

パソコン本体の上面には、塗装面の傷つを防止のため、保護フイルムび貼ってあり 
まず。 

バソコンの動作上は必要ないので、使用する前に必ずはびしてください。保護フイ 
ルムを貼ったまま放置しておくと、粘着力び強まってはびれにくくなり、はびそラ 
としたとをに粘着材び残ることびあります。 

次のように、はびしてください。 

1データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

国^電源の切りかた『さあ始めよラ1章4電源を切る/入れる』 

2パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

3 パソコンの本体のふちにある、フイルムのはがししろ（図、囲み部 
分）を持つ 



1 












4 


矢印のように、パソコンの巧角の方向に、ゆっくりと T 寧にはがず 



はびすのび難しい場合は、他の人に手伝つ 
てちらいなびら行ってください。 




•保護フイルムをはびすとをは、バソコン本 
体の中央部分(ち図、点線の枠内)をおさえ 
ないで < ださい。 

パソ〕ンの内部液晶デイスプレイび破損し、 
画面び映らなくなるなど、故障するおそれ 
びあ0ます。 



• はびした保護フイルムは、子供の手のとどかないところへ捨ててください。 


保護フイルムは、ポ U プ□ピレンを使用していまず。 

> pp < 


【チルトの取り付け】 

本体裏側のチルトびはずれたとさは、次のち法で取り付けてください。 

1チルトの一方の突起部分を本体のくぼみに差し込み①、チルトを少 
し内側に巧しなが日⑤もう一方の突起部分をくぼみにはめる③ 














A 警告 

•必ず、本製品付属の AC アダプタを使用してください。本製品付属 L ソ外の AC ア 
ダプタを使用すると電圧や （+)(-) の極性が異なっていることがあるため、义 
が•破誤-発熱のおそれがありまず。 

•パソコン本体に AC アダプタを接続ずる場合、必ず『さあ始めよう』に記載して 
ある順番を巧って接続してください。順番を巧己ないと、 AC アダプタの DC 出 
カプラグが帯電し、感電または軽いケガをずる場合がありまず。また、一般的な 
注意として、 AC アダプタのプラグをパソコン本体の電源コネクタ1•ソがの金属部 
分に触れないようにしてください。 


パ\汪意 

• お手入れの前には、必ずバソコンやバソコンの周辺機器の電源を切り、電源コー 
ドを AC 電源か5巧いてください。電源を切5ずにお手入れをはじめると、感電 
するおそれがあります。 

•機器に強し順撃や外圧を与えないようにを意してください。製品には精密部品を 
使用しておりまずので、強い衝撃や外圧を加えると部品が故障するおそれがあり 
ます。 


【電源コードの仕様】 

本製品に同捆されている電源コードは、曰本の規格にのみ準拠しています。 
その他の地域で使用する場合は、当該国-地域の法令-ま全規格に適合した電源 
コードを購入してください。 

使用でさる電圧 （ AC ) は、 100 V です。 

必ず AC 1 00 V のコンセントで使用してください。 

* 取得規格は、電気用品ま全法です。 

【 AC アダプタの仕様】 

入力 ： AC 100〜240 V 、1 .3 A -0.7 A , 已 0- 巨 OHz 
出力： D 巳1已 V 、已 A 








パソコン本巧/電源コードの取〇巧いと手入れ 占 '一人…,;.--,-.--' 一一 

•機器のちれは、柔らかい乾いた巧で拭いてください。巧れびひどいときは、水に 
浸した巧を固くしぼってからなさます。 

ベンジン、シンナーなどは使用しないでください。 

• 薬品や殺虫剤などをかけないでください。 

• ディスプレイは静かに閉じてください。 

• 使用でさる環境は次のとおりです。 

温度已〜 35° C 、 湿度20〜80% 

•なのよラな場所で使用や保管をしないでください。 

直射日光の当たる場所/非常に高温または低温になる場所/急激な温度を化のある 
場所（結露を防ぐため）/強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く）/ホコ 
U のをい場所/振動の激しい場所/薬品の充満している場所/薬品に軸れる場所 
• 使用中に本体の底面や AC アダプタび熱<なることびあります。本体の動作状況 
により発熱しているだけで、故障ではありません。 

• 電源コードのプラグを長期間にねたって AC コンセントに接続したままにしてい 
ると、プラグにホコ U びたまることびあります。定期的にホコ U を拭き取ってく 
ださい。 


2 システムインジケータ 


システムインジケータの点灯状態によって、バソコン本体びどのよラな動作をして 
いるのかを巧ることびでさまず。 


/ 



\ 

•2 

の 

口 Q 

邸貧 

〇 

〇 

〇 〇 

〇 

V 



ノ 


【システムインジケータ】 


•2 

DC IN LED 

電源コードの接続^『さあ始めよラ1章』 

6 

Power LED 

電源の状態^『さあ始めよラ]章』 

口 

Battery LED 

バッテ U の状態 国^ 『応用にチャレンジ3章』 

@ 

Disk LED 

八ードディスクドライブにアクセスしている 

P . 已8 

日/ @ 

FDD / CD-ROM LED 

フロッピーディスクドライブ、またはドライブに 
アクセスしている P . 日3、7曰 




本 

体 

の 

機 

能 


ディスプレイを閉じたとを 

DC IN *2 l_ED と Power (1)l_ED は、ディスプレイを閉じた状態でも確認するこ 
とがでさます。 



















3 キーボード 


ここでは基本的な使いかたと、それぞれのキーの意味や呼びかたについて簡単に説 
明します。 


[0 キーボード回 


i 


Caps Lock 
(キヤプス□ツク ) I_ED 

文字入力の大文字□ック状態をおす 


Esc (エスケープ)キ 
操作を取り消すとさに使ラ 

半/全く漢字>キ 


Tab ( タスキ 

Caps Lock 
阵ャプス□ック煤数キ 


Shift (シフト)キ 

アルファベットの大文字、 

ル文字入力の一時的な切り 
替えや記号などを入力する 
ときに使つ 

Fn (エフエヌ) キー 
オーバレイ キーを 使用するとさや 
ファンク ショ ン キーとの 組み合わせに 
より、特殊機能を実行するとさに使ラ 

Ctrl (コント□-ル)キ- 

他のキーと組み合わせて、特定の 
操作を実行するとをに使う 

ウインドウズキ- 

Windows のスタートニューを表示する 
とをや他のキーと組み合わせて、ショート 
カツトとして使ラ 


フアン クシ ヨンキー 

特定の操作を実行する 
とをなどに使5 



Alt (オルト)キー 

イ也のキーと組み合わせて、 
特定の操作を実行するとさ 
に使ラ 


Space (スぺース)キー- 

空白文字を入力するとをや、 
入力した文字をかな漢字変換 
するときに使う 
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仁 


つ位 


カタ 

ひら 



Del (テリート)キー 

文字を削除するときなどに使う 


Backspace 
(バックスぺース)キー 

Enter (エンター)キー 

作業を実行するとをなどに使う 


一- M " I . ノ 卞— 


') キ- 


6などに使ラ 
エフエヌ）キーとの 
こより、特殊機能を 
到こ使ラ 


国^文字入力について『さあ始めよラ吕章4文字を入力する』 


キーボー 


— Arrow Mode (ア□—モード ) LED 

文字入力のア□一状態を示す 


— Numeric Mode (ニユーメリックモード ) LED 

文字入力の数字 □ ック状態を示す 


PrtSc (プリントスクリーン） 

~く SysRq (システムリクエスト)>キー 

「 Pause (ポー乃く Break (プレーク)>キ- 


- Ins (インヴート)キー 
文字の入カモードを挿入/上書をに 
切り替えるときなどに使う 



シぶ' 


け 1 


ね 


//か/み 
松ク練/ 

バづ 


カナ 


がな 

豆;じ 


つじ 


ス // w /', 

''•，パ/.////.,/ 

' レ /////、 //>i 


ゴ 




む 


ろ 


合 Shi れ 


■ 

//////A 


m 




/、レつ- 


- Shift (シフト 


•矢印 キー 

力ーソル移 I 
また、 Fn 
組み含わせ|| 
実行ずるとミ 


(: 


■Ctrl (コント□-ル) キー 
-アプ U ケーシヨンキー 

タッチパッド手前のちボタンやマウスのちボタンを 
押すことと同じ動作を行いたいときに使ラ 


-Alt (オルト）キー 
-カタカナ/ひらがなく□ーマ字>キー 


Alt 冒 Ctrl 


変換 



本体の機能 


^変換 キー 





























































































































































































































































































ーシフトインジケータの切り替え 


r 




キーシフトインジケータは、どんな文字び入力でさる状態かをおします。 

各インジケータの役割と切り替えち法は、次の表のよラになっています。それぞれ 
の状態びオンになっているとを、 LED び点なします。 


【キーシフトインジケータ】 


LED 

切り替えキー 

文字入力の状態 

Caps Lock LED 

(Shift)+(Caps L 日 ck 英数） 

大文字□ック状態 

で字キーで英字の大文字が入力 

でさます。 

Arrow Mode LED 

厨 + 励 

ァ□一 状態 

オーバレイキーで、キーの前面 
左側に印刷されたカーソル制御 
びでさます。 

Numeric Mode LED 

厨 + 师 

数字□ック状態 
オーバレイキーで、キーの前面 
ち側に印刷された数字などの文 
字び入力でさます。 


それぞれの文字入力状態を解除ずるには、切り替えキーををラ1度押して LED を消 
巧します。 

ずべてのキーを大文字□ック状態で使用する場合は、ア□一状態と数字□ック状態 
は解除してください。 


吕6 















キーボー 


キーを使った便利な機能 


各キーにはさまざまな機能が用意されています。いくつかのキーを組み合わせて巧 
すと、いろいろな操作が実行でさます。 


【[ Fn 伴一を使った特殊機能キー】 


キー 

内容 

卜 nj + を S の 

〈スピーカの S ユート> 

内蔵スピーカやヘッドホンの音量をミュート（消'音）にしま 
す。元に戻すときは、をう]度 f 巧 +(gi 巧キーを押します。 

厨 + 励 

〈インスタント 
セキユ1」ティ機能〉 

画面ち上にカギアイコンび表示された後、画面表おびオフ 
になります。 

解除するには、次の操作を行ってください。 

① 盾打巧キーやでな〇キーを巧す、またはタッチパッド 
を操作する 

ユーヴ還択画面び表示されまずので、□グオンずる 
ユーヴ名をク U ックしてください。 

② Windows の□グオンパスワードを設をしている場合 
は、ノてスワード入力画面に Windows の□グオンパス 
ワードを入力し、作 nter) キーを押す 

パスワードによる保護を設定（画面のプロパティ]の[ス 
ク U- ンセーバー]タブで、[パスワードによるな護]また 
は[再開時にようこそ画面に戻る]をチェック）しておくと、 
セキュ U ティを強化でさまず。 

厨 + 画 

〈省電カプ□ファイル 
の設定〉 

キーを押ずと、設定されている r まち省電力」の 
省電カプ□ファイルび表示されます。 
f がキーを押したまま、(ご驾キーを押ずたびに省電カプ〇 
ファイルび切り替わります。 

励 + 國 

〈スタンバイ機能の実行〉 

キーを押し、表 TJX される画面で[はい]ボタンを 
ク U ックずるとスタンバイ機能び実行されます*1。 

画 + 國 

〈体止状態の実行〉 

キーを押し、表术される画面で[はい]ボタン 
をク U ックすると休止状態び実行されます*1。 


*] 表おされる画面で[今後、このメッセージを表おしない]をチェックすると、次回政降メッ 
セージ画面は表示されません。 
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本体の機能 




















キー 

内容 

励 + 画 

〈表示装置の切り替え> 

表示装置を切り替えます。 

图^『応用にチャレンジ2章4テレビを接続する』 

励 + 風 

〈内部液晶ディスプレイ 
の輝度を下げる〉 

@キーを押したまま、@キーを押すたびに内部液晶ディ 
スプレイの輝度び1段階ずつ下びります。表示される画面 
のアイコンで輝度の状態を確認でさます。 

励 + 回 

〈内部お晶ディスプレイ 
の輝度を上げる〉 

@キーを押したまま、@キーを押すたびに内部液晶ディ 
スプレイの輝度び1段階ずつ上びります。表おされる画面 
のアイコンで輝度の状態を確認でさます。 

励 + 風 

〈無線通信機能を 
切り替える〉 

ワイヤレスコ5ュニケーシヨンスイッチを日 n にしている 
場合、〔团)キーを押したまま、@キーを押すたびに使用する 
無線通信機能を切り替えます。 

* 本機能はヴポートしておりません。 

励 + 國 

くタッチパッド 
オン/オフ機能〉 

タッチパッドからの入力をお効にでをます。再び有効にする 
には、をう1度キーを押します。 

国^「本章 4-0 タッチパッドを無効/有効にするには」 

励 + 帽 

〈オーバレイ機能〉 

キー前面左に灰色で印刷された、カーソル制御キーとして 
使用でさまず（ア□一状態)。ア□一状態を解除するには、 

もラ1度を 2) + (E@ キーを押します。 

励 + 励 

〈オーバレイ機能〉 

キー前面ちにの色で印刷された、数字などの文字を入力で 
きます（数字□ック状態)。数字□ック状態を解除ずるには、 
もう1度 f n)+fTT) キーを押しまず。 

アプ U ケーシヨンによっては異なる場合びあります。 

風 + 画 

〈スク□ール□ック状態〉 

一部のアプリケーシヨンで狂)©©〇キーを画面スク 
□ールとして使用でさます。□ック状態を解除するには、 

もラ1度キーを巧します。 

励+① 

〈PgUp (ぺージアップ)> 

一般的なアプ U ケーシヨンで、〔を)キーを押したまま、®キー 
を押すと、前のページに移動でをます。 

励+① 

く PgDn (ページダウン)> 

一般的なアプ U ケーシヨンで、 を]) キーを押したまま、©キー 
を押すと、なのページに移動でをます。 
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キーボー 


キー 

内容 

厨+日 

く Home (ホーム)〉 

一般的なアプ1」ケーシヨンで、@キーを巧したまま、©キー 
を押すと、カーソルび行または文書の最初に移動します。 

厨+日 

〈End (エンド)〉 

一般的なアプ1」ケーシヨンで、@キーを押したまま、0キー 
を押すと、カーソルび行または文書の最後に移動します。 

励+① 

〈縮ル〉 

デスクトツプや一般的なアプ U ケーシヨンで、©キーを押 
したまま、 ① キーを押すと、画面やアイコンなどび縮ルさ 
れます。 

励 +@ 

〈お大〉 

デスクトツプや一般的なアプ1」ケーシヨンで、©キーを押 
したまま、@キーを押すと、画面やアイコンなどび化大さ 
れます。 

[ キーを使った シヨー トカツトキー】 

キ— 

操作 

磨)+ 贷 

[ファイル名を指をして実行]画面を表示する 

@+® 

ずべての画面を最ル化する 

邮け)+感+ 晒） 

キーで最ル化したすべての画面を元に戻ず 

透)+ 励 

『ヘルプとサポート』を起動する 

磨)+ 盾 

[マイコンピュータ]画面を表おする 

®+© 

ファイルまたはフォルダを検索する 

励 +@+© 

他のコンピュータを検索する 

®+(M) 

タスクバーのボタンを順まに切り替える 

(が)+ (Break) 

[システムのプ□パテイ]画面を表おする 


本体の機能 




























[ 特殊機能キー】 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージャの 
起動 

( Ctrl ) + [ Ait)+M 

[ Windows タスクマネージャ]画面が 
表示されます。 

アプ U ケーシヨンやシステムの強制終 
了を行います。 

画面 コピー 

(PrtScJ 

現在表示中の画面をクリツプボードに 
コピーし ます。 


晒 +〔 PrtSc ) 

現在表示中のアクティブな画面をクリツ 
プ ボードにコピーし ます。 


キーボードの取り扱いと手入れ …- 

柔らかい乾いた素なのされいな巧で巧いてください。 

巧れびひどいとさは、水に浸した巧を固くしぼって拭さます。 

キーのすさまにゴ S び入ったとさは、エアーで吹を飛ばすタイプのク I 」ーナで取り除 
きます。ゴミび取れないときは、使用している機種名を確認してから、購入店、また 
はな守サービスに相談してください。 

コーヒーなど飲み物をこぼしたときは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッテリ 
パックを取りはずして、購入店、またはな守サービスに相談してください。 






4 タッチパッドと 7 ウス 


タッチパッドとマウスを、使いやすく設定でさます。 


ni タッチパッドを設定するには 1 


タッチパッドやポインタの設定は、[マウスのプ□バテイ]で行います。 


1[マウスのプロパテイ]の起動方法 

1[コント□-ルパネル]を開き、 [ ^プリンタとその他のハード 
ウェア]をクリックずる 
2 [ k こ マウス]をクリックする 

[マウスのプロパティ]画面び表示されます。 



3 各タブで機能を設定し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

各機能の設定については、本節のしソ降の説明を参照してください。 
[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 











タッチバッドを指で軽くたたくことをタッピングといいます。 

タッピング機能を使ラと、左ボタンを使わなくてち、次のよラな基本的な操作びで 
さます。 


1タッピングの方法 

【 クリック/ダブルクリック】 

タッチノ（ッドを1回軽くたたくと 
クリック、2回たたくとダブル 
ク U ックびでさます。 



【ドラッグアンドド□ップ】 

タッチパッドを続けて2回たたを、 

2回目はタッチバッドから指を離さずに 
目的の位置まで移動し、指を離します。 



^関連情報は『さあ始めよう2章 1-0 タッチパッド』 
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2 タッピング機能を設定する 

タッピングのいろいろな設定は、[あ張]タブででをます。[マウスのプロパティ] 
画面で、次のよラに操作してください。 

1[拡張]タブで[拡張機能の設定]ボタンをクリックする 

[お張機能の設定]画面び表示されます。 


岡 



(— — 

•が':!?^を'井^^*も：，.〜,一》<巧がかパ。ィ . _!_、かか 


本 

体 

の 


[化張機能の設定]画面の 
なつています。 

1 [タッチパッド]タブで設をでさる機能は、次のように 

ボタンの設定 

タッチバッドの左上、ち 上、 左下、ち下をタッピングし 
たとさの動作や、各ボタンの動作などを設定でをます。 

タッチバッド面の設定 

タッチパッドでブラウヴの動作をしたり、スク □ー ルを 
したりでさるよう設定でをます。 

ポインタを度と 
タッピングの設定 

タッチバッド操作でのポインタ速度やタッピング、タッチ 
感度などのさ設定びでさます。 


各項目にポインタをあわせると、画面下部の[説明]フィールドに機能説明が表示 
されます。 






スク□—ルスイツ 



左ボタンとちボタンの間のボタンを、スクロールスイッチと呼びます。スク□-ル 
スイッチを使用すると、アプ1」ケーシヨンの文書画面などを上下にスク□ールする 
ことびでさます。 


スクロールスイッチ 


スク□-ルスイッチの操作は、次のよラになつていまず。 


キーボー ド備こ倒ず 

画面が上にスク□ールします。 

手前に倒ず 

画面び下にスクロールします。 

真下に巧ず 

ポインタびを） やを • にをわりまず。スク□ールしたいち 
向にポインタをみし動かすと、ポインタのおびスク □一 
ルしたいち向の矢印に変わり、自動的に画面びスク □一 
ルされます。をラ1度巧すと、通常の状態に戻ります。 
アプ1」ケーシヨンによっては対応していない場合をあり 
まず。 


W その他の設定 


i 


[化張機能の設定]画面の[その他]タブは、タッチパッドの操作に合わせて音を鳴 
らしたり、タッチパッドで手書き入力をするなど、いろいろな設定びできます。 
[マウスのプ□パテイ]画面で、次のよラに操作してください。 


1[拡張]タブで[拡張機能の設定]ボタンをクリックする 

[化張機能の設定]画面び表示されます。 

2 [その他]タブを選択する 
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【サウンドフィードバック】 

チェックすると、タッチパッドの操作に合わせてサウンドを鳴らすことびでをます。 
[設を]ボタンをク1」ックすると、[サウンドとオーディオデバイスのプ□バティ] 
画面び表示されます。 

[サウンド]タブの[プ□グラムイベント]で [Alps Pointing Device Drived の 
さ場面のサウンド設をを行ってください。 

【タスクトレイアイコン】 

チェックすると、通知領域に [Touch Pad ] アイコン ( Q ) び表示されます。 
購入時にはチェックされています。 

【 IME キャプチャー】 

チェックすると、タッチパッドを IME バッドの手書さ入カエ U アとして使用でき 
まず。 

IME パッドの手書さ入カエリアにポインタをあわせてちクリックすると、ポインタ 
びあにをわり、入力びでをます。使用中にちクリックすると入カエ U アびク U アさ 
れ、左ク U ックすると使用び解除されます。 

ち項目にポインタをあわせると、画面下部の[説明]フィールドに機能説明び表示 
されます。 




3己 




タッチパッドを無効/有効にするには 



r 

L 


[タッチパッド ON / OF 円タブでは、タッチパッドによる操作を無効にしたり、ち 
効にしたりすることびでさます。 



【タッチパッドの ON / OFF 】 

[ち効]をチェックするとタッチパッドび使用可能になり、撫効]をチェックする 
とタッチパッドからの操作びでさなくなります。 

タッチパッドの無効/有効は、@+(^キーでを切り替えることびできます。 

キーでタッチパッドの操作を有効にした場合、タッチバッドの操作中に 
カーソルの動さび不安定になることびあります。そのよラな場合は、]度タッチパッ 
ドから手を離してください。しばらくすると、正常に操作でさるよラになります。 


PadT ouch 機能を使う 


「 Pa な " fo でか」 は、タッチバッドの操作により、さまざまな機能を簡単に実行でき 
るアプリケーションです。 

次のよラなとさに使用すると便利です。 

• ウィンドウでデスクトップび隠れているとさに、デスクトップ上のファイルを開 
をたい 

• Internet Explorer の[お気に入り]に登録されているホームぺージを開きたい 
• 現在実行中のウィンドウの一覧を表示して、アクティプなウィンドウを切り替え 
たい 

「 PadTouch 」 は、購入時の状態ではパソコンに電源を入れると自動的に起動し、通 
知領域にアイコン （ jA ) び表示されます。 













1 使用方法 

次のように操作して、 PadTouch を使用してください。 


1タッチパッドのコーナーに数秒間触わる 



このとさ、指を動かさないで軸ったままにし 
て < ださい。 


Pa 肝 ouch の画面び表示されます。 

表示される画面のことを、 Pa 肝 ouch では「テーブル」と呼びます。丸い 
お状のちのは、テーブル上のどこび操作巧をになるのかをおすポインタで 
す。タッチパッドに触ったまま指をすべらせると、テーブル上をポインタび 
動をます。 


ポインタ 


表示されているテーブルは、タッチパッドの左下コーナーに細れた場合に起 
動する[お気に入り]のテーブルです。 

起動するテーブルは、タッチパッドのどこに軸れるかによって違います。購 
入時は、次のよラに設定されています。 


も上つーナーの場合 

[ウインドウ切り替え]テーブル 

も下つーナーの場含 

[デスクトップ]テーブル 

左上〕ーナーの場合 

[ dynabook オリジナルツール]テーブル 

左下〕ーナーの場合 

[お気に入り]テーブル 
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ポインタを目的のアイコンにあわせ、タッチパッドか日手をはなす 



ポインタをあわせたアイコンのプ□グラムなどび起動します。 



手をはなしてプ□グラムなどを起動させた場合、それまで表示されていた 
テーブルは 自動的に消えます。 

何を選択しないでテーブルを消したい場合は、[閉じる]アイコン （0) 

にポインタをあわせた状態、または、どのアイコンにもポインタをあわせて 
いない状態で、タッチパッドから手をはなしてください。 




2 設定方法 

PadTouch では、起動するプ□グラムや画面デヴィンなどを設定ずることびできます。 
次のよラに操作して、設定画面を起動してください。 

1タッチパッドの コー ナーに触れてテーブルを表示し、隱赶に 力一 
ソルをあわせて手をはなす 

PadTouch の設定画面が表示されます。 

設定の詳細については、ヘルプを参照して<ださい。 

3 PadTouch を無効にする方法 

PadTouch を無効にするには、次のように操作してください。 

1通知領域の [ PadTouch ] アイコン （ jjk ) をちクリックし、表示 
されたメニューから[無効にする]をクリックする 

Pa 肝 ouch び使用できなくなります。 

再び Pa 肝 ouch を使用したい場合は、通知領域の [ PadTouch ] アイコン （0) 
をちク U ックし、表おされたメニューから[ち効にする]をク U ックしてください。 

ヘルプの起動方法 

1通知領域の [ PadTouch ] アイコン （也） をもクリックし、表示 
されたメニューか日[ヘルプ]をクリックする 


巧マウスの設定 




マウスのボタンなどの設定をでをます。 

本製品には、 USB マウスび同捆されています。接続ち法は『応用にチャレンジ2章 
3 USB 対応機器を接続する』を参照してください。 

マウスの使用ち法は『さあ始めよう2章 1-0 マウス』を参照してください。 







1 マウスの設定を巧まする 

[ボタン]タブで設定します。 



ボタンの構成 

マウスのちボタンと左ボタンの役割を入れ換えます。 

ダブルク U ックのを度 

スライダーバーを動かして、ダブルク U ックするとき 
のま度を調整します。 

ク IJ ック□ック 

マウスのボタンを押したままにしな<てを、ドラッグ 
でをるよラにします。 


役立つ 

操作集ポインタのおや速度を変える 


[マウスのプ□パティ]では、ポインタの巧や 
まさなどを変えることびでさます。 

[ポインタ]タブではあを、[ポインタオプシヨ 
ン]タブでは速さとポインタを動かしたとを 
の軌跡などを設定できます。 



巾の, OV I 




I ヘルプの起動方ミち _ 

1[マウスのプ□パティ]画面を起動後、画面も上の0をクリックする 

ポインタびが？にをわります。 

2画面上の知りたい項目にポインタを置さ、クリックする 
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5 ライフスタイルパネル 


本製品には、ライフスタイルパネルび用意されています。 

ライフスタイルパネルは、アプリケーションなどの操作を簡単に行ラためのをのでず。 
用途にあわせてパネルを取り換えて使用でさます。 

ノてソコンを使用するとさは、必ずどれかパネ J レを取り付けた状態で使用してください。 


A ま意 

•ライフスタイルバネルの取り付け/取りはずしは、化ず電源を切り、 AC アダプ 
夕のプラグを巧さ、バッテリバックを取りはずしてか6作業を行ってください。 
電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行うと感電、故障のおそれがあります。 

• ライフスタイルバネルを交換す 
るとさ、接点の部分（図示部分） 

に触れないでください。接点に 
ゴミが付着すると、正常に使用 
でさなくなり、故障のおそれが 
ありまず。 






ライフスタイルパネルを交換するとを、バネルを固定していたネジやバッテ U 
カバーを固定していたネジび本体の内部に入らないよラにしてください。 

また、ネジをなくさないよラにしてください。 


ni ライフスタイルパネルについて { 


本製品には次の J f ネルび用意されています。 


マルチ AV バネル（モデルによっては同おされていません） 

パソコンでテレビや DVD - Vide □を見たり、音楽 CD を聴くときに、操作を簡単に 
行えるパネルです。カバーとあわせて使用しまず。 

国^マルチ AV パネルの使いかた 『 TV / 巳 D 操作ガイド』 

日本語入カパネル 

日本語入力の際に、便利なバネルです。カバーとあわせて使用します。 

国^曰本語入カパネルの使いかた「本節©曰本語入カパネルを使ラ」 





















才ーディオノくネル （モデルによっては同捆されていません） 

パソコンで DVD-Video を見たり、音楽巳 D を聴くとさに、操作を簡単に行えるバ 
ネルです。カバーとあわせて使用します。 

国^オーディオパネルの使いかた「本節©オーディオパネルを使ラ」 

フォトフレームパネル （モデルによっては同捆されていません） 

写真などを入れることびでさるパネルです。カバーとあわせて使用します。入れる 
写真の大ささは、縦 20.4 X 横 1 ] 0.4 mm を目まにしてください。 

フラットパネル 

電源スイッチとワンタッチボタンの他に何ちないパネルです。 

購入時には、モデルによってマルチ AV パネルか日本語入カパネルのどちらかび取 
り付けられています。 

^ライフスタイルパネルの取り換えかた 

「本節〇ライフスタイルパネルを交換する」 


g ) 日本語入カパネルを巧ラ 


i 


日本語入力時の入カモード切り替えなどを、簡単に行えます。 


.. 入カモード 

み文文 □_ マ字◄►かな リ 

〇 〇 

ミ大ィ►ちか単語/用例登録 

〇 〇 

新規械文字拡大 

〇 

g ) 

圖 


それぞれのボタンの機能は、次のよラになつています。 


[ 英夕和夕】 

日本語入カシステム MS - IME の ON / OFF を切り替えまず。 


【入カモード□-マ字◄►かな】 

□ーマ字入力とかな入力を切り替えます。 


【英大◄►英ル】 

大文字入力とル文字入力を切り替えます。 
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【単語/用例登録】 

日本語入カシステム MS - IME び ON の状態のとき、 MS - IME の[単語/用例のき 
録]画面を起動しまず。このとき、 MS - IME のキー設定び標準設をである必要びあ 
ります。 

【新規作成】 

設定されているアプ U ケーシヨンを起動します。購入時は 、 「Microsoft Office 
Word 」 び設定されています。 

[新規作成]ボタンを約]秒押したままにすると、[プログラムの指定]画面び表示 
され、起動するアプ U ケーシヨンを変更できます。 


ブ□クラムのをま 


案けするフ□ヴラムをを入力してくだみ、。 

るお公 >:I き賠(を 

I 0 K I _わンか」_巧お試ミ岐 


設定したいアプリケーションの名前を直接入力するか、[参照]ボタンをクリックし 
て表示された U ストから逞択してください。 

【文字}広大@】 

画面やアイコンなどを化大します。[文字化大@]ボタンを約1砂押したままにす 
ると [ TOSH 旧 A Smooth View のプ□バテイ]画面び表示され、ボタンについて 
設定でさます。 

【文字拡大@】 

画面やアイコンなどを縮ルします。[文字化大@]ボタンを約1砂押したままにす 
ると [ TOSH 旧 A Smooth View のプ□バテイ]画面び表示され、ボタンについて 
設定でさます。 



[3 J オーディオパネルを使ラ 


巳 D / DVD または音楽ファイルを再生するとさに、使用でさます。 



それぞれのボタンの機能は、次のよラになつています。 
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【逆送り】 

再生するトラックを1つ戻します。 


【再生/一時停止】 

現在使用している音楽再生ソフトの再生、一時停止を行います。 

またパソコン本体に電源び入っていなくてを、再生/一時停止ボタンまたはイジェ 
クトボタンを巧すとドライブに電源び入り、オーディオ操作びでをます。 

使用するソフトウェアび起動していない場合、ドライブにセットされているメディ 
アをチェックして、使用するソフトウェアを起動しまず。 

セットされているメディアによって、次のソフトウェアび起動します。 

ドライブに DVD をセットした場合 ： rinterVideo WinDVD 」 

DVD し义列をセットした場合 ： 「Windows Media Player 」 

* バソコン本体に電源び入っていないと走に音楽 CD をセットすると、 Windows び起動していな 
いげ態でオーディオ操作でさます。 

【先送り】 

再生するトラックを]っ進めます。 




























【停止】 

再生を停止します。 


【イジェクト】 

ドライブからメディアを取り出したいとをにこのボタンを押すと、ディスクトレイ 
び出てさます。 

なお、巳 D または DVD にデータの書を込みを行っているとをは、ボタンを巧しても 
ディスクトレイは出てをません。 

【ミユート】 

音を消したいとさに巧します。 

再び音を再生したいとをは、ボ U ユームボタン (八) を巧してください。 

【 Vol 八ボリユーム】 

音量を大きくしたいとをに押します。 

【 Vol W ボリユーム】 

音量をルさくしたいとをに押します。 


两ライフスタイルパネルを交換する I 


ライフスタイル J くネルの交換ち法を説明します。 

パネルによって、取りはずし/取り付けの手順び違います。目的にあった手順を参 
照してください。 




カバーやフラットパネルをスライドずるとさに、電源スイッチやワンタッチボ 
タンを押さないでください。押しなびらスライドすると、下にあるボタンの基 
板にカバーび接軸し、基板を傷つけて、これらのボタンび故障するおそれびあ 
ります。 


1パネルりの取りはずし^^^^^^^^ 

* 1ここでいラパネルは、日本語入カバネル、オーディオパネル、マルチ AV バネル、フォトフ 
レームバネルを示します。 

1 データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

^電源の切りかた『さあ始めよラ1章4電源を切る/入れる』 
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2 パソコン本体から AC アダプタとバッテリ、周辺機器のケーブル類 
をはずず 

国^バッテ1」バックの取りはずし 

『応用にチャレンジ3章1-©バッテ U パックを交換する』 


3ライフスタイルパネルのイジェクトホールを巧の細い丈夫なもの 
(ボールペンなど）で巧したまま、カバーをちにスライドする 

パッテ U パックを取りはずしたとさのネジ 
び本体内部に入らないよう、ま意してくだ 
さい。 


4 カバーを 取りはずす 




5パネルを固定しているネジ2本をはずし、取りはずす 



ここではずしたネジは、なくさないよラ大 
切に保管してください。 

フォトフレームパネルの場合は、透明力 
バーと写真を一緒に取りはずしてください。 


け降の説明を参照して取り付けたいパネルを取り付けてか日、パソコンを使用して 
<ださい。 









2 パネル* 1 の取り付け 

*] ここでいラパネルは、日本語入カパネル、オーデイオパネル、マルチ AV パネル、フオトフ 
レームパネルを示します。 


1パネルをセツトずる 
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3 フラットパネルの取りはずし 

1データを保ちし、 Windows を終了させて電源を切る 

国^電源の切りかた『さあ始めよラ]章4電源を切る/入れる』 

2パソコン本体から AC アダプタとバッテリ、周辺機器のケーブル類 
をはずず 

国^バッテ1」バックの取りはずし 

『応用にチャレンジ3章1-©バッテ U パックを交換する』 

3ライフスタイルパネルのイジェクトホールを巧の細い丈夫なもの 
(ボールペンなど）で巧したまま、フラットパネルをちにスライドする 

バッテ U パックを取りはずしたとさのネジ 
び本体内部に入らないよラ、ま意してくだ 
さい。 


4フラットパネルを取りはずす 




前項か次項を参照して取り付けたいパネルを取り付けてか日、パソコンを使用して 
<ださい。 







4 フラットパネルの取り付け 

マルチ AV パネルや日本語入カパネル、オーデイオパネルまたはフォトフレームバ 
ネルを取り付けた状態で、フラットバネルを取り付けることはでさません。 


フラットパネルをセツトずる 



留め金の位置にあわせて差し込み①、力 
チッと音びするまで左へスライドしてくだ 
さい②。 





6 ディスプレイ 


本製品には表お装置として TFT ち式カラー液晶ディスプレイ （1024 X 7 己8ドッ 
卜）び内蔵されています。ドットは画素数を表します。外部ディスプレイを接続し 
て使用することをでさます。 

^が部ディスプレイの接続について 

『応用にチャレンジ2章已外部ディスプレイを接続する』 


表況こついて 

TFT ち式のカラー液晶ディスプレイは非常に高精度な技術を駆使して作られていま 
す。非点な、常時点灯などの表示び存在することびありますび、故障ではありませ 
んので、あらかじめご了承ください。 


ディスプレイの設定 


{ 


このパソコンのディスプレイは、色や壁紙など、さまざまな表示を設定でをます。 


1表示巧齡数 

設定した解像度によって、次にあげる色数まで表示でさます。 


1920 X 1440 ドット 


1600 X 1200ドット 


1400 X 10已〇ドット 

1,巨77万色 

1280 X 1024ドット 

1024 X 768 ドット 


800 X 600 ドット 



1280 X ] 〇吕4ドット L ソ上は仮想スク U - ン表示になります。 
















メモ - 

• 1,日77万色はディヴリング表示です。 

ディヴリングとは、1画素（画像表ホの単位）では表現できない色（輝鼠 
の階調を、数画素の組み合わせによって表現するち法です。 

• 内部液晶ディスプレイへの表示の場合、1,己77万色はディヴ U ング表おで 
す。内部液晶ディスプレイの解像度よりをルさい解像度で表示する場合、初 
期設定では表示領域部び画面いっぱいに大を < 表示されます。内部液晶ディ 
スプレイの解像度よりを大きい解像度で表おする場合は仮想スク U —ン表示 
となります。 


2お像度を巧更する 

解像度を変更すると、画面上のアイコン、テキスト、その他の項目び大きく、また 
はルさく表示されます。 

1[コント□ールパネル]を開き、[みデスクトップの表示とテーマ] 
をクリック-[妥< 画面]をクリックする 

[画面のプ□バティ]画面び表示されます。 

2 [設定]タブの[画面の解像度]で、解像度を変更する 



3 [0 K ] ボタンをクリックする 


















[2) 時間帯で壁紙を愛える { 


「くるくる壁紙チェンジャー」を使って、デスクトップの壁紙を時間帯に応じて自動 
的に切り替えられます。また記念日や予定のある曰には、イベントアイコンをデス 
クトップに表示でさます。 


1壁おを巧える 

「<るくる壁紙チェンジャー」を使用するには、あらかじめなの設定を行ってください。 

1[コント□-ルパネル]を開き、[みデスクトップの表示とテーマ] 
をク U ックする 

2 [デスクトップの背景を変更する]をクリックする 

[画面のプ□パティ]画面び表示されます。 

3 [デスクトップ]タブで[参照]ボタンをクリックする 

4 [マイドキュメント]をクリックする 

5 [ dynabookFun 壁紙]をクリックし①、欄く]ボタンをクリック 
ずる② 



① 


图 


6 [画面のプ□パティ]画面で [0 K ] ボタンをクリックする 

【用意されている壁紙から選択する】 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一[くるくる壁紙チェン 
ジャー]をクリックする 














2 [時間帯モード]タブで設定ずる時間帯を選択する 


切り替える時間を設定ずるとさは 
こボタンをク1」ックします。 

設定したい時間帯の枠をク U ックします。 
枠の線び太<、明るいホになります。 


3 [壁紙の種類]で壁紙の種類を選択し①、[お気に入りの壁紙を選択 
してください]か日壁紙を選択する② 


① 


② 


①の[壁紙の種類]で[フアンシー][エレガント][フォト]をクリックす 
ると、②の[お気に入りの壁紙を選択してください]に表おされる壁紙のサ 
ンプルびをねります。[ランダム]ボタンをクリックすると、[お気に入りの 
壁紙を選がしてください]に表示される壁紙のサンプルの中からランダムに 
切り替えます。選択された画像は上のホい砕内に表示されます。 

图^ [お気に入り]をクリックした場合 

「本項-お気に入りの画像を壁紙に設をする」 

手順2と3を繰り返し、それぞれの時間帯の時間の設をと壁紙の選択をし 
て < ださい。 

4 [0 K ] ボタンをクリックする 



し■い. 

^5! こ ? A 




本体の機能 
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【お気に入りの画像を壁紙に設定ずる】 

1お気に入りの画像ファイルを[マイピクチャ]フォルダの[くるく 
るお気に入り]フォルダにコピーする 

壁紙として還択できるファイル形式は、 JPEG 、 GIF 、 BMP です。 

2 [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一[くるくる壁紙チェン 
ジャー]をクリックする 

3 [時間帯モード]タブで設定する時間帯を選択する 

4 [壁紙の種類]で陆気に入り]をクリックする 



5 イ I H ボタンで画像を選択する① 


① 


還おされた画像は還おした時間帯の赤い枠内 
に表示されます。 



已4 


6 [0 K ] ボタンをクリックする 







2 イベントアイコンを表示する 

誕生曰や旅行の予定など、スケジュール帳のよラにその曰のイベントびわかるアイ 
コンを表示することびでさます。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一[くるくる壁紙チェン 
ジャー]をクリックする 

2 [デイリーモード]タブで[壁紙設定カレンダー]か日年月を選択し 
①、日付を選択ずる⑤ 



3イベントアイコンを選択し、メッセージを入力する 

メッセージは全角で10文字まで入力でさます。 

イベントアイコンを表示する曰の壁紙を設定ずる場合は手順4へ進んでく 
ださい。 

[時間帯モード]タブで設定した壁紙と同じ壁紙にイベントアイコンを表示 
する場合は手順已へ進んでください。 
























4 [壁紙の種類]で壁紙の種類を選択し①、ボタンで壁紙を選択 
ずる② 


① 

③ 



選択した壁紙のサイズび画面サイズよりルさい場合は、[表示位置]で[並 
ベて表示]を選択すると同じ画像を並べて表示することびでさます。 

5 [0K] ボタンをクリックする 


メモ - 

• 設定でさるイベント数は ] 曰1件、最大已〇曰です。 

•手順4で[並べて表示]を選択した場合、[お気に入りの壁紙を選択して< 
ださい]では4分割に表示されますび、実際の表示とは異なります。 


3巧巧設をに房す 

それぞれのタブの[初期設定に戻す]ボタンを使ラと、購入時の設定に戻ります。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一[くるくる壁紙チェンジャ ー] 
をク U ックする 

2巧]期設定に戻すタブを選択し、[巧]期設定に戻す]ボタンをクリック 
ずる 

3 表示されるメッセージを確認し、 [OK] ボタンをクリックする 




























メモ 




「マイドキュメント」フォルダのファイル 「dynabookFun 壁紙. htmU は削除 
しないでください。削除すると、次に起動したとさに壁紙やイベントアイコン 
のすベての設定び無効になります。誤ってファイルを削除したとさは、 
「くるくる壁紙チェンジャー」を起動して [0K] ボタンをクリックすると 
「dynabookFun 壁紙. htmU び作成され、設定びち効になります。 


ヘルプの起動方ミち 

1「くるくる壁紙チェンジャ ー J を起動後、[ヘルプ]ボタンをクリック 
ずる 

液晶ディスプレイの取り巧い 

画面の手入れ 

• 画面の表面には偏光フィルムび貼られています。このフィルムは傷つをやすいの 
で、むやみに軸れないでください。 

表面び巧れた場合は、柔らか<されいな巧で拭を取って<ださい。水や中性洗剤、 
揮発性の有機溶剤、化学ぞラさんなどは使用しないで<ださい。 

• 無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでください。 

液晶ディスプレイは、ガラス板間に液晶を配向処理してま入してあります。強い 
力を加えると配向び乱れ、発色や明るさび変わって元に戻らなくなる場合びあり 
ます。また、ガラス板を破損するおそれをあります。 

•水滴などび長時間付着すると、変色やシ S の原因になるので、すぐになさ取って 
<ださい。 

バックライト用堂光管について 

液晶ディスプレイに表示されている内容を見るためにバックライト用堂光管び内蔵さ 
れていまず。バックライト用堂光管は、消耗品となります。使用ずるにつれて発光量び 
徐々に減少し、表示画面び暗くなります。表示画面び見づらくなったとさは、使用し 
ている機種を確認後、購入店、またはな守サービスに相談してください。 

















7 八ードディスクドライブ 

内蔵されている八ードディスクドライブは、取りはずしでさません。 

PC カードタイプ （ TYPED ) の八ードディスクなどを使用して記憶容量を増やす 

ことびでさます。 

■漏山 操作にあたつて 圓 -1 

• Disk 〇 LED び点な中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ード 
ディスクドライブび故障したり、データび消失するおそれびあります。 

• 八ードディスクにイ呆存しているデータや重要な文書などは、万一故障び起こった 
り' 変化/消失した場合に備えて、定期的にフ□ッピーディスクや巳 D / DVD な 
どに保存しておいてください。記憶内容のを化/消失など、八ードディスク、フ 
□ッピーディスク、巳 □/ DVD などに保存した内容の損害については、当社は一 
切その責任を負いませんので、あらかじめご了をください。 

•磁石、スピーカ、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するをのの近くに置か 
ないでください。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ード 
ディスクの磁性面に傷び付いて、使えなくなることびあります。磁性面に付いた 
傷の修理はでをません。 


/ V - ドディスクドライブに関する表示 

内蔵の八ードディスクとデータをやり取りしているときは 、 Disk 8 LED び点灯し 
ます。 


/ 




•2 

む 

口資 

已/魯 

〇 

〇 

〇 〇 

〇 

\ 



J 


PC 力ードタイプや i.LINK ( IEEE 1394) 対応などの増設八ードディスクとのデー 
夕のやり取りでは 、 Disk 〇 LED は点灯しません。 

A - ドディスクに記録された内容は、故障や損害の原因にかかわらず保証でさません。 
万一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 
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8 サウンド機能 


本製品はヴウンド機能を内蔵し、スピーカがついています。 


スピーカの音量を調壁する 


標準で音声、サウンド関係のアプリケーションびインス I -―ルされていまず。 

スピーカの音量は、ボ U ュームダイヤル、または Windows のボリュームコント □- 
ルで調整でさます。 

1ボリュームダイヤルで調整する 

音量を大きくしたいときには契に、ルさくしたいときには手前に回します。 



2ボリュームコント□ールで調畳する 

再生したいファイルごとに音量を調整したい場合、次のち法で調整でさます。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[エン 
ターテイメント]一[ボリュームコント□ール]をクリックする 

2それぞれのつまみを上下にドラッグして調壁する 

つまみを上にするとスピーカの音量び上びります。 [5 ユート]をチェック 
すると消音となります。 



己9 
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【音楽/音声を再生するとき】 

ボ1」ュームコント□ールの各項目では次の音量び調整でをます。 


ボ U ユームコント □— ル 

全体の音量を調整する 

WAVE 

MP 3 ファイル、 Wave ファイル、音楽 CD (目 eatJam 、 
Windows Media Player の場合)、 DVD - Video など 

CD プ レーヤー 

音楽 CD (目 eatJam 、 Wind 日 ws Media Player 似外の 
場合） 


また、使用するアプ1」ケーシヨンにより異なる場合びあります。詳しくは『アプリ 
ケーシヨンに付属の説明書』または『ボリュームコントロールのヘルプ』を確認し 
て < ださい。 


音楽/音声の録音レベルを調壁する 


録音レベルの調整は、次のように行います。 

1パソコン上で録音するとき 

1[スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[エン 
ターテイメント]一[ボリュームコント□ール]をクリックする 

2 メニューパーの[オプション] ーロ□パティ]をクリックする 

3 [音量の調壁]で[録音]をチェックする 

4 [表示するコント□ール]で表示項目を確認する 

[マイク]びチェックされていることをお認しまず。 

5 [0 K ] ボタンをクリックする 

6 [録音コント□-ル]画面で、使用するデバイスの[選択]をチェッ 
クずる 

[マイク]:外部マイクから録音するとさ 

7選択したデバイスのつまみで音量を調節する 

同時に2つのデバイスを選択することはでさません。 

録音したい音楽/音声びボ1」ュームコント□-ルの [ WAV 曰対応の場合、 
録音するとさも [ WAV 曰の音量により影響を受けます。 
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〇】 


ヴウンドのパワーマネージメントを設定する 


本製品では、サウンドコント□ーラのパワーマネージメント機能を設定でさるよラ 
になっています。 

この機能び有効になっていると、ヴウンド機能び使われていないとをにサウンドコ 
ントローラの電源を切ることびでさ、消費する電力を少し節約することびでをます。 
購入時は、本機能び有効に設をされています。 

消費電力の節約の程度は、バッテリの状態によつて異なります。 


1サウンドコント□-ラの起動方ミ去 

1[スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックする 

2 [かサウンド、音声、およびオーディオデバイス]をクリックする 

3 [ Q SoundMAX ] をクリックする 

2パワーマネージメントの設定方法 

1に oundMAX コント□-ルパネル]画面で[電源管理]タブの[パ 
ワーモード]で [ A イ•パワーセービング]を選択する 



2 [0 K ] ボタンをクリックする 













w マイクの設定を巧う 


本製品では、マイクから録音するとさの設定を行ラことがでさます。 

に oundMAX コント□-ルパネル]画面の[マイク]タブで設定します。 
圆^ ► に oundMAX コント □ ールパネル]画面の起動 
「本節©-1サウンドコント□ーラの起動ち法」 


r 

L 



【マイクの設定】 

使用しているマイクに適した入力状態を設定します。 

• 標準マイク：本製品の内蔵マイクまたは通常のデスクトップ型マイクを使用し 
ている場合 

• へッドセット：マイクが口の正面に位置する装着型マイクを使巧している塌合 
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9 ドライブ 


本製品には、 DVD マルチドライフ、 DVD - R /- RW ドライブ、またはマルチドライ 
ブび1台内蔵されています。内蔵されているドライブは、購入したモデルによって 
異なります。 

• DV □マルチドライブ 

DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 CD - RW 、 CD 书の読み出し/書き込み機能を 
搭載したドライブです。 

• DVD - R /- RW ドライブ 

DVD - RW 、 DVD 书、 CD - RW 、 CD - R の読み出し/書き込み機能を搭載したドラ 
イブです。 

• マルチドライブ 

巳 D - R / RW ドライブと DVD - ROM ドライブ両方の機能を持ちます。 

『安むしてお使いいただくために』に、巳 D / DV □を使用するときに守ってほしい 
ことび記述されています。 

CD / DV □を使用する場合は、あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守つ 
て < ださい。 


DVD - Video の再生にあたつて 


□ VD - Video 再生時は、なるべく AC アダプタを接続してください。省電力機能び 
働くと、スムーズな再生びできない場合びあります。バッテ U 駆動で再生する場 
合は「まち省電力」で 「 DVD 再生」プ□ファイルに設定してください。 

使用する DVD ディスクのタイトルによっては、コマ落ちしたり、マルチアングル 
シーンで一時停止びでさない場合びあります。 




ドライブに関する表示 


パソコン本体の電源が入っている場合、 
ROM 日/® LED が点なします。 


ドライブが動作しているとをは、 FDD / CD - 


=•2 の □浸 曰恆 
0 0 0 0 0 
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Jj ほ用でをるメディアと巧応するアプ IJ ケーンヨン { 


使用でをるメディアと、本製品に付属のアプ U ケーシヨンで書さ込みできるメディア 
はモデルによって異なりまず。 


DVD マルチドライブモデル 


【使用でさるメディア】 


〇:使用でさる X :使用でさない 



CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD-RAM 

DVD+R 

DVD+RW 

読み出し 

〇 

〇 

0*1 

ぴ1 

O’l 

X 

X 

書さ込み 

1 回 

繰り返し 

] 回 

繰り返し 

繰り返し 

X 

X 

回数 

書換可能‘ 2 

書換可能‘ 2 

書換可能’ 2 


* 1使巧するメディアによっては、読み出しびできない場合びあります。 

*2 実際に書を換えでをる回数は、メディアのげ態や書定込み方法により異なりまず。 


【アプリケーシヨンと書さ込み可能なメディア】 

「 D 旧吕 ’n Drop CD + DVD」「WinDVD Creator 2 Platinum 」 は本製品に付属のア 
プ I 」ケーシヨンでず。 


〇:使用でさる X :使用でさない 



CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD-RAM *3 

Drag n Drop CD+DVD 

〇 

〇 

O * 吕 

O が 

X 

WinDVD Creator 2 
Platinum 

( DVD-Video フオーマツト *0 

X 

X 

o 

o 

o 

WinDVD Creator 2 
Platinum 

(-VR フオーマツト *1) 

X 

X 

X 

X 

o 



























9 ドライブ 


* ] 映像を書き込むときの記録形式です。表に記載されている形式でのみ書を込みでさます。 

DVD-Video フォーマットで記録された DVD - RW 、 DVD - R は、 DVD - RW 、 DVD-R に対応し 
た DVD プレーヤ、パソコン、ゲーム機など色々な環境で再生できます（一部の臟器では再生 
でさない場含があ0ます)。 

DVD - Video フォーマットで記録された DVD - RAM は、本製品にインス!ルされている 
rinterVideo WinDVD 」 でのみ再を可能となります。 

-VR フォーマットで記録された DVD - RAM は、 DVD - RAM 機能び搭載され 、 -VR フォーマット 
に対応した DVD レコーダなどで再生できます（一部の機器では再生できなし、場合びあります)。 
映像データを -VR フォーマットで DVD - RAM に記録する、または - VR フォーマットで記録さ 
れた DVD - RAM の映像データを編集する場合は 、 rWinDVD Creator 2 Plathum 」 の「ディ 
スクマネージか」を使用してください。 

*2 DVD - Video 、 DVD - Audio の作成や音楽情報の書き込みはできません。また、 DVD プレーヤ 
などで使用することはでさません。 

*3 パソコンで作成した文書データなどのファイルを DVD - RAM に書き込む場合は、[マイコン 
ピュータ]で目的のファイルやフォルダをドライブにコピーしてください。なお、新品の 
DVD - RAM は、使用前にフォーマットが必要です。 

国^ファイルやフォルダのコピー 

『さあ始めよう2章6-©ファイルやフォルダをコピーする』 

國^フオーマット「本節〇 DVD - RAM を使うときは」 


DVD - R /- RW ドライブモデル _ 

【使用でさるメディア】 

〇:使用でをる X :使用でをない 
CD-R CD-RW DVD-R DVD-RW DVD-RAM DVD+R DVD+RW 

O O 0*1 0*1 ぴ 1 X X 

,^ 繰り返し in 繰り返し ^ 

] 回 |»換可能で^ 1 回」書換可能で I X I ハ I X 

* ] 使用するメディアによっては、読み出しがでさない場含があります。 

*2 実際に書き換えできる回数は、メディアの状態や書き込み方法により異なります。 


読み出し 

書さ込み 
回数 
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【アプリケーションと書き込み可能なメディア】 

「Drag n Drop CD + DVD」「WinDVD Creator 2 Platinum 」 は本製品に付属のア 
プ U ケーシヨンです。 


〇:使用でさる X :使用でさない 



CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD-RAM 

Drag n Drop CD+DVD 

〇 

〇 

び己 

び呂 

X 

WinDVD Creator 2 
Platinum 

( DVD-Video フオーマツト *0 

X 

X 

〇 

〇 

X 

WinDVD Creator 2 
Platinum 

(-VR フオーマツト *1) 

X 

X 

X 

X 

X 


* 1映像を書さ込むとさの記録形式です。表に記載されているお式でのみ書さ込みでさます。 

DVD-Video フォーマットで言己録された DVD - RW 、 DVD - R は、 DVD - RW 、 DVD - R に対応し 
た DVD プレーヤ、パソコン、ゲーム機など色々な環境で再生でさます（一部の機器では再生 
でさない場合びあります)。 

DVD - R /- RW ドライブモデルの場合 、 rWinDVD Creator 2円 atinum 」 で DVD - RAM は使用 
でさません。 

字2 DVD - Video 、 DVD - Audio の作成や音楽情報の書き込みはできません。また、 DVD プレーヤ 
などで使用することはでさません。 

マルチドライブモデル 


[ 使巧でさるメディア】 


〇:使用でさる X :使用でさない 


m 

CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD-RAM 

DVD+R 

DVD+RW 

読み出し 

〇 

〇 

び 1 

び 1 

0.1 

X 

X 

書を込み 
回数 

1 回 

繰り返し 
書換可能’2 

X 

X 

X 

X 

X 


* 1使巧するメディアによっては、読み出しびでをない場合びあります。 

*吕実際に書を換えでをる回数は、メディアの状態や書さ込みちまにより異な D ます。 


【アプリケーシヨンと書さ込み可能なメディア】 

CD - R 、 CD - RW には本製品に付属の 「 Drag’n Drop CD + DVD 」 で書き込みびで 
さます。 
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読み出しでさる c □は、次の種類です。 

対応フォーマットによっては、再生ソフトび必要な場合びありまず。 

• 音楽用巳 D 

8 cm または1 2 cm の音楽用巳 D び聴けます。 

•フォト巳 D 

普通のカメラで撮影した写真の画像をデジタル化して記録したをのです。 

• CD-ROM 

使用するシステムに適合する旧0 9660フォーマットのをのび使用でさます。 

• CD エクストラ 

記録領域は音楽データ用とパソコンのデータ用に分けられています。それぞれの 
再生装置で再生でさます。 

• CD-R 

• CD-RW 

書さ込みでさる C □は、次の種類です。 

• CD-R 

書を込みは1回限りです。書を込まれたデータの削除-変更はでをません。 

• CD-RW 

書さ込み速度は、使用するメディアによって異なります。 

DVD マルチドライブモデルまたは DVD - R/-RW ドライブモデル 

巳 D-R メディア ：最大]日倍ま 

最大の倍まで書き込むためには書き込みま度に対応した巳 D-R メディアを使用し 
て < ださい。 

マルチスピード巳 D-RW メディア：最大4倍ま 
Hi 呂 h-Speed CD 书 W メディア：最大8倍ま 

Ultra Speed CD - RW メディアは使用できません。使用した場合、データは保証 
でをません。 

マルチドライブモデル 

巳 D-R メディア ：最大24倍ま 

最大の倍まで書き込むためには書き込みま度に対応した巳 D-R メディアを使用し 
て < ださい。 

マルチスピード巳 D-RW メディア：最大4倍ま 
High-Speed CD 书 W メディア：最大] 0倍ま 
Ultra Speed CD - RW メディア：最大24倍ま 
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CD - RW 、 CD-R にコいて， —— 

• CD - RW 、 巳 D - R に書き込む際には、次のメーカの CD - RW 、 CD - R を使用ずるこ 
とを巧奨します。 

CD-RW (マルチスピード、 High - Speed ) 

:=菱化学（株)、（株）リコー 
CD-RW (Ultra Speed ) * マルチドライブモデルのみ 
:=菱化学（株） 

CD-R :太陽誘電湘)、兰菱化学（株)、（株） U 〕一、 日立マクセル（株） 
これらのメーカ L 乂外の巳 D - RW 、 CD - R を使用すると、うまく書き込みびできない 
場合びあります。 

• CD - R に書を込んだデータの消去はできません。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メディア 
の内容を十分にお認してから行ってください。 

• 書さ込み巧能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消まするメ 
ディアをセットしたドライブを間違えないよラ十分にま意してください。 

• 八ードディスクに不良セクタびあると書き込みに失敗するおそれびあります。定 
期的に「エラーチェック」でクラスタのチェックを行ラことをおすすめします。 
^エラーチェック《サイバ ーサポート》 

• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書 
を込みびできなくなる場合びあります。 CD - RW 、 CD - R にデータなどを書き込む 
際は、メディアの状態をよくご確認ください。 








使用でをる DVD 




読み出しでさる DVD は、次の種類です。 

対応フォーマツトによっては、再生ソフトび必要な場合びありまず。 


r 




• DVD-ROM • DVD-Video (映像再生田です。映画などが収録されています) 

• DVD-R • DVD-RW • DVD-RAM 


DVD マルチドライブモデルまたは DVD - R/-RW ドライブモデルでは、 DVD に書き 
込むことがでさます。書さ込みでさる DVD は次の種類です。 

• DVD-R 

書き込みは1回限りです。書を込まれたデータの削除-変更はできません。 

DVD - ms 、 DVD-R for General Ver 2 .日規格に準拠したメディアを使用してくだ 
さい。 

• DVD-RW 

DVD-RW は、 DVD-RW Verl.l 規格に準拠した X ディアを使用してください。 

• DVD-RAM (DVD マルチドライブモデルのみ） 

DVD-RAM は、 DVD-RAM Ver 2.0または 2.1 規格に準拠したディアを使用し 
て < ださい。 


【 DVD-RAM の種類】 

DVD-RAM にはいくつかの種類があります。本製品のドライブで使用できる DVD - 
RAM は次のとおりです。 

カートリッジタイプの六ディアは、カートリッジから取り出してドライブにセット 
してください。両面ディスクで、読み出し/書き込みする面を変更するときは、一 
度ドライブから X ディアを取り出し、裏返してセツトし直してください。 


〇:使用でをる X :使用でをない 

DVD-RAM の種類 

本製品の対応 

カート U ッジなし*1 

〇 

カートリッジタイプ用文り出し不可） 

X 

カート1」ッジタイプ用文り出し可能）*己 

〇 


* ] 一部の家庭用 DVD ビデオレコーダでは再生できない場合びあります。 

*2 2.6 G 巨、己ぶ G 巨のディスクは DVD マルチドライブモデルでは書さ込みでさません。また、 
DVD - RARW ドライブモデルおよびマルチドライブモデルでは使巧できません。 
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DVD マルチドライブモデル、 DVD - R /- RW ドライブモデルの場合圓 

• DVD-RAM ( DVD マルチドライブモデルのみ)、 DVD - RW 、 DVD - R に書き込む 
際には、次の ><- 力の DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R を使用することを推奨し 
9 〇 

DVD-RAM :松下電器産業（株） 

DVD-RW :日本ビクター(株 )、 TDK (株） 

DVD-R :松下電器産業（株)、太陽誘電（株)、パイオニア（株） 


これらのメーカじ(外の DVD 书 AM 、 DVD - RW . DVD - R を使用すると、うまく書 
を込みびでさない場合びあります。 

• DVD - R に書き込んだデータの消去はできません。 

• DVD - RW に書き込んだデータの一部を削除することはできません。書き込まれた 
データの変更は、まずすベてのデータを消去し、改めて必要なデータだけを再書 
を込みずる必要びありまず。 

• DVD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メディ 
アの内容を十分に確認してから行ってください。 

• 書さ込み巧能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消まするメ 
ディアをセットしたドライブを間違えないよラ十分にま意してください。 

• DVD-RAM ( DVD マルチドライブモデルのみ)、 DVD - RW 、 DVD-R への 書き込 
みでは、ファイルの管理領域などち必要になるため、必ずしちメディアに記載さ 
れた容量分のデータを書さ込むことはでをません。 

• DVD - RW 、 DVD - R への書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込む 
データのサイズび約] GB に満たない場合にはダ5—のデータを加えて、最小 
1 GB のデータに編集して書を込みます。このため、実際に書さ込をラとしたデー 
夕びかないにをかかわらず、書を込み完了までに時間びかかることびあります。 

• 八ードディスクに不良セクタびあると書き込みに失敗するおそれびあります。定 
期的に「エラーチェック」でクラスタのチェックを行ラことをおすすめします。 

国^エラーチェック《サイ J くーサポート》 

• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書 
を込みびでさなくなる場合びあります。 DVD-RAM ( DVD マルチドライブモデル 
のみ)、 DVD - RW 、 DVD - R にデータなどを書き込む際は、メディアの状態をよく 
ごお認ください。 

• DVD - RAM をドライブにセツトしたとき、システムび DVD - RAM を認識ずるま 
でに多少時間びかかります。 
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メモ - 

• 市販の DVD - R には業務用ディア （for Authoring ) と一般用メディア（わ r 
General ) があります。業務用 X ディアはパソコンのドライブでは書を込み 
することがでさません。 

—般用ディア （for General ) を使用してください。 

•市販の DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD-R には 「for Data 」 と「わ 「 Video 」 
の2種類があります。映像を保存する場合や家庭用 DVD ビデオレコーダと 
の互換性を重視する場合は「わ 「 Video 」 を使用して<ださい。 


〇】 


DVD - RAM を使ラとをは 


: DVD マルチドライブモデルのみ 


ここでは、 DVD マルチドライブモデルで DVD - RAM に書を込みをする前に必要な 
操作について説明します。 


1フォーマットとは 

新品の DVD 书 AM は、使用する目的にあわせて「フォーマット」という作業び必要 
です。 

フォーマットとは、 DVD 书 AM にデータの管理情報（ファイルシステム）を記録し、 
DVD - RAM を使えるようにすることです。 

フォーマットされていない DVD - RAM は、フォーマットしてから使用してくださし)。 
ここでは、ファイルシステムとフォーマットち法について簡単に説明します。詳細 
は PDF マニュアルを確認してください。 

国^「本項2- PDF マニュアルの起動ち法」 




フォーマツトを行うと、その DVD - RAM に保存されていた情報はすべて消ま 
されまず。一度使用した DVD - RAM をフォーマツトする場合はミ主意してくだ 
さい。 













ファイルシステム _ 

DVD - RAM をフォーマツトするとさにファイルシステムを選がします。 
ファイルシステムは、書を込むデータの種類や書さ込み後のメディアを使用する機 
器に応じて選がします。また、映像データを書を込むとさは、書を込み用のアプリ 
ケーシヨンによつて指をされている場合びあります。 

還択できるファイルシステムは 「 UDF 2.0」「 UDF 1. 已」 「 FAT 32」 です。 

【 UDF 吕 .0 】 

DVD - VR あ式に対応したファイルシステムです。 

家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性びあります。 

【 UDF 1. 己】 

本製品で使用しているシステムの標準の機能で読み出しでさるファイルシステムで 
す。このファイルシステムのメディアは、本製品！;■(外の Windows XP / 2000 *1 び 
インストールされたパソコンがでもデータを読み出すことびでさます。 

家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性はありません。 

* 1 Windows 2000 . Microsoft ® Windows ® 乙000 Professional operating System 日 

本語版 

*吕 DVD-RAM ドライブび搭載されていないパソコンで DVD-RAM を読み出すためには、 DVD - 
RAM の読み出しに対応した DVD ドライブび搭載されている必要びあ D ます。 

【 FAT 32 】 

本製品で使用しているシステムの標準の機能で読み出し/書き込みできるファイルシス 
テムです。このファイルシステムのメディアは、本製品政外の Windows XP / Me * 1 
/98ががインストールされたパソコン* 3 でちデータを読み出すことがでをます。 
家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性はありません。 

字1 Windows Me ... Microsoft ® Windows ® Millennium Edition operating System 日本語版 
字 2 Windows 98 ... Microsoft ® Windows ® 98 SECOND Edition operatic System 日本語版 
字 3 DVD-RAM ドライブび搭載されていないパソコンで DVD-RAM を読み出すためには、 DVD - 
RAM の読み出しに対応した DVD ドライブが搭載されている必要びあります。 
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2 フォーマット方ま 

Windows でのフォーマットち法を簡単に説明します。 

1 フオーマットする DVD - RAM をセットする 

DVD - RAM のセット『さあ始めよう2章 ]-© CD / DVD 』 

2 [スタート]一[マイコンピュータ]をクリックする 

[マイコンピュータ]画面び表示されます。 

3 [一 DVD - RAM ドライブ （ D :)] をクリックする 

[ DVD - RAM ドライフの:)]び選択され、アイコンの色び反転します。 

4 メニューパ’一の[ファイル]をクリックし①、表示されたメニュ ー 
か日[フオーマット]をクリックする② 

アイコンをちク U ックして表示されるメニューからも選択でをます。 

① 


② 


に VDFo 「 m - D ドライブ]画面び表示されます。 

5 [ドライブ]と[フォーマット種別]を選択する 

映像を書さ込み、家庭用 DVD ビデオレコーダで再生ずるための DVD-RAM 
を作成する場合は、[ユニバーサルディスクフォーマット （ UDF 2.0)] を 
逞択してください。 

パソコンで使用するための DVD 书 AM を作成する場合は、[ユニバーサル 
ディスクフォーマット （ UDF 1. 已)]を逞択してください。 

6ボリユームラベル名を入力する 

UDF あ式を選択した場合は、必ず入力してください。 
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7 [開 $ 台]ボタンをクリックする 

物理フォーマットを行う場合は、[物理フォーマットを実行する]をチェッ 
クしてから、[開始]ボタンをク U ックしてください。 

物理フォーマットを行うと、 DVD - RAM 上の全セクタを検査し、不良セク 
夕の代替処理を行います（通常は行ラ必要はありません)。物理フォーマッ 
卜を行ラ場合は、フォーマットび完了するまでに時間びかかります。 

メッセージび表示されます。 

8 メッセージの内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

フォーマットび開始されます。 

画面下のバーは進行状況を示しています。フォーマットび完了すると、メッ 
セージび表示されます。 

9 メッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

これで、フォーマットは完了です。 

他の DVD - RAM を続けてフォーマットする場合は、 DVD - RAM を入れ替え 
て、手順已から実行します。 

フォーマットを終了する場合は、 [ DVDFo 「 m - D ドライブ]画面で踊じ 
る]ボタンをクリックしてください。 

PDF マニュアルの 起動方法 _ 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ DVD - RAM ] 一 [ DVD - 
RAM ドライバー] 一 [ DVD - RAM ディスクの使い方]をクリック 
ずる 

[Adobe Reader ] び起動し、 PDF マニュアルび表示されます。 
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CD / DVD の取り巧いと手入れ — 

CD / DVD の内容は故障の原因にかかわらずな障いたしかねます。製品を長持ちさ 
せ、データをな護するためにを、次のことを必ず守ってください。 

•傷、巧れをつけないよう、取り扱いには十分にごを意ください。 

•巳 D / DVD を巧り巧げたり、表面を傷つけたりしないでください。 CD/DVD 
を読み込むことびでをなくなります。 

• 巳 D / DVD を直射日光び当たるところや、極端に暑かったり寒かったりする場所 
に置かないでください。また、 CD / DVD の上に重いちのを置かないでください。 
• 巳 D / DVD は専用のケースに入れ、清潔にな護してください。 

•巳 D / DVD を持つとさは、外側の端か、中央の巧のところを持つよラにしてくだ 
さし)。データ記憶面に指紋をつけてしまうと、正おにデータび読み取れなくなる 
ことびあります。 

• 巳 D / DVD のデータ記憶面に文字などを書かないでください。 

• 巳 D / DVD のレーベル面に文字などを書くときは、ミ由性のフェルトペンなどを使 
用して < ださい。 

ボールペンなど、先のおいをのを使用しないでください。 

• 巳 D / DVD びちれたりホコ U をかぶったりしたときは、乾燥した清潔な巧で}式を 
取ってください。 

円盤におって環状に拭くのではな<、円盤の中むから外側に向かって直線状に拭 
くよラにしてください。乾燥した巧では巧を取れない場合は、水か中性洗剤で湿 
らせた巧を使用してください。ベンジンやシンナーなどの薬品は使用しないでく 
ださい。 



本体の機能 
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10 フ□ツピーディスクドライブ 


* フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ 

本製品は、購入したモデルによってフ□ッピーディスクドライブび内蔵されています。 
フ□ッピーディスクには、文書や表などのデータを保存することびでをます。 


〇] 



フ□ッピーデイスクについて説明します。 


1ほ用でをるフ□ッピーディスク 

本製品で使用できるフ□ッピーディスクには3種類あり、それぞれの機能は次のと 
お0です。 


フ□ッピーディスクの種類 

1枚に保をでさる容量 

読み出し/書さ込み 

フ オー マット 

2 DD タイプ 

720 KB 

巧 

不可 

2 HD タイプ 

1.2 MB 

巧 

不可 

2 HD タイプ 

1.44 M 目 

巧 

巧 


ソニー(株）製の3.已型フ□ッピーディスク （2 DD /2 HD ) を使用することを巧 
奨します。 

他のフ□ッピーディスクは、規格外などで使用でさなかったり、フ□ッピーディス 
クドライブの寿命を縮めたり、故障の原因となる場合びありまず。 

2フ□ッピーディスクドライブに閲する表示 

パソコン本体の電源び入つている場合、フ□ッピーディスクとデータをやり取りし 
ているときは、 FDD / CD - ROM 曰/逗？ LED び点灯しまず。 


の□資 
0 0 0 0 
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フ□ッピーディスクドライブ 



因フロッピーディスクのセットと取り出し 


フ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライブに挿入することを「フ□ッピー 
ディスクをセットする」といいます。 


A 汪意 

パソコン本体の電源が入っている場合で、 FDD / CD - ROM 日/逗) LED が点口中は、 
電源を切ったり、フ□ッピーディスクドライブのイジェクトボタンに軸れたり、バ 
ソコン本体を動かしたりしないでください。 

フ□ッピーデイスクのデータやフ□ッピーデイスクドライブが壊れるおそれがあり 
ます。 


1フ□ッピーディスクのセット 


1フ□ッピーディスクの隅に示されている矢印の向きにあわせて挿入 


ずる 



r カチツ」と音びするまで巧入します。正 
し<セツトされるとイジエクトボタンび出 
てさます。 


2フ□ッピーディスクの取日出し 


1イジェクトボタンを押す 



フロッピーディスクび少し出てさます。そ 
のまま手で取り出します。 












3 フロッピーディスクの巧客を巧認する^^^^ 

1[スタート]一[マイコンピュータ]をクリックする 

[マイコンピュータ]画面び表示されます。 

2 [^3 .己インチ FD ( A :)] をダブルクリックする 

[3 .已インチ FD ( A :)] 画面び開を、セットしたフロッピーディスクの内容 
び表示されます。 


[ a ) フ□ッピーディスクを巧ラ前に { 


1ライトプ□テクトタブ 

フ□ッピーディスクは、ライトプ□テクトタブを動かすことにより、誤ってデータ 
を消さないよラにでをます。 


ラベル 



ライトプ□テクトタブ 


表面 雲面 



書さ込み禁止状態 

ライトプ□テクトタブを「カチッ」と音びするまで移動させて、 
巧び開いた状態にしまず。この状態のフ□ッピーディスクは、 
データの書さ込みはでさず、読み取りしかでさません。 

書さ込み可能状態 

ライトプ□テクトタブを「カチッ」と音びするまで移動させて、 
巧び開じた状態にしまず。この状態のフ□ッピーディスクには、 
データの書き込みち読み取りも可能です。 
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フ□ッピーディスクドライブ 



2フオーマットとは^^^^^^^^^^^^^^^^ 

新品のフ□ッピーディスクは、使用するシステム （0S) にあわせて「フォーマッ 
卜」といラ作業び必要です。 

フォーマットとは、フロッピーディスクにトラック番号やへッド番号などの基本情 
報を書さ込み、フロッピーディスクを使えるよラにすることです。 




フォーマツトを行ラと、そのフ□ツピーディスクに保存されていた情報はずべ 
て消去されます。一度使用したフ□ッピーディスクをフォーマツトする場合は 
ミ主意してください。 


フォーマットでさるのは、 2HD タイプ （1.44MB) のフ□ッピーディスクのみで 
す。 2HD タイプ （1.44MB) のフ□ッピーディスクであることを確認してから 
フォーマットしてください。 

次のフ□ッピーディスクは、フォーマットしてから使用してください。 

• フォーマットされていないちの 
• Windows 1；(外のシステムでフォーマットされたをの 

フォーマットには、「クイックフォーマット」と 「MS-DOS の起動ディスクを作成 
する」といラオプションびあります。必要に応じて設定してください。 

オプションを何を設をしないでフォーマットを開始すると、通常のフォーマットび 
行われます。 

すべてのファイルび消まされ、基本情報び書を込まれます。ディスクの損傷びある 
かどラかをチェックされます。 

【クイックフォーマット】 

しソ前に Windows でフォーマットしたことのあるフロッピーディスクに実行できま 
す。クイックフォーマットを行ラと、ずべてのファイルび消去されますび、基本情 
報の書さ込みなどは行われません。フ□ッピーディスクび壊れているおそれのある 
場合は、クイックフォーマットは行わないでください。 

【 MS - DOS の起動ディスクを作成する】 

フォーマットまたはクイックフォーマットを行った後、 MS-DOS の起動ディスクと 
して必要な情報をフ□ッピーディスクに書さ込みます。作成を行ラと、ファイルや 
基本情報などのす ベての 情報び消去されます。 


79 









3 フオーマット方法 

Windows での フォー マットち法を簡単に説明します。 


1フ□ッピーディスクドライブに、フォーマットずるフ□ッピーディ 
スクをセツトする 


2 [スタート]一[マイコンピュータ]をクリックする 

[マイコンピュータ]画面び表示されます。 

3 [ぶ3.己インチ FD (A:)] をクリックする 

[3 .已インチ FD (A:)] び逞択され、アイコンの色び反転します。 


4 


メニューパーの[ファイル]をクリックし①、表示されたメニュ ー 


か日[フオーマット]をクリックする⑨ 



アイコンをちクリックして 
表示されるメニューからを 
選択でさます。 


[フォーマット3.已インチ FD (A:)] 画面び表示されます。 

5 必要に応じて口才ーマットオプション]を設定し、欄始]ボタン 
をク U ックする 

クイックフォーマットを行う場合は、[クイックフォーマット]をチェック 
してから、[開始]ボタンをクリックしてください。 


メッセージび表示されます。 

6 メッセージの内容を確認し、 [OK] ボタンをクリックずる 

フォーマツトび開始されます。 


画面下のバーは進行状況を示しています。巧めてフォーマツトするフ□ツ 
ピーディスクの場合、多少時間びかかります。フォーマットび完了すると、 
メッセージび表示されます。 
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フ□ッピーディスクドライブ 



7 メッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

これで、フォーマットは完了です。 

他のフ□ッピーディスクも続けてフォーマットする場合は、フ□ッピーディ 
スクを入れ替えて、手順已から実行します。 

フォーマットを終了する場合は、[フォーマット3.已インチ FD (A:)] 画面 
で' [閉じる]ボタン （D) をクリックしてください。 

フロッピーディスクドライブの手人れ _ 

市販のク U- ニングディスクを使って、1ヶ月に]回を目まにク U- ニングしてくだ 
さい。 

フ□ッピーディスクの取り扱い --- - 

フ□ッピーディスクは消耗品です。傷びついた場合は交換してください。 

フ□ッピーディスクを取り扱ラとさには、次のことを守ってください。 

• フ□ッピーディスクに保存しているデータは、万一故障び起こったり、消失した 
場合に備えて、定期的に複製を作ってな管するよラにしてください。 

フ□ッピーディスクに保存した内容の障害については、当社は一切その責任を負 
いませんので、あらかじめご了をください。 

• シャッター部を開けて磁性面を軸らないでください。 

巧れると使用でをな<なります。 

• スピーカなど強い磁気を発するをのに近づけないでください。 

記録した内容び消えるおそれびあります。 

• 直射日光に当てたり、高温のものに近づけないでください。 

• 本やノー トなど重いものを上に置かないでください。 

• 使用場所、な管場所の温度はなのとおりです。 


環境 

使用時 

保管時 

温度 

已〜3已む 

4〜已 3 °C 


• ラベルは正しい位置に貼ってください。 

貼り替えるとさに重ね貼りをしないでください。 

• ホコリのをい場所、タバコの煙び充満している場所に置かないでください。 

• 保管の陽は、プラスチックケースに入れてください。 

•きべ物、タバコ、消しゴムのカスなどの近くにフ□ッピーディスクを置かないで 
<ださい。 
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n SD メモ u 力ード/メモ ij — スティック 


SD メモリカードまたはメモI」 ー スティックを S □力ード/メモI」ースティックス 
□ットに差し込んで、データの読み出しや書を込みびでをます。 

1 SD カード/メモ y —スティックス□ットに関する表示^^™ 

パソコン本体に電源び入っている場合、 SD メモ U 力ード/メモ U- スティックと 
データをやり取りしているときは、 SD Card/Memory Stick が/晏 LED び点 
巧します。 



〇] 



本製品の SD 力ード/メモリースティックス□ットでは、マルチメディアカードは 

使用でさません。 

018^ SD メモ U 力ードの任田にあたって 一-- - - 

• SD メモリカードは、 SDMI の取り;夫めに従って、デジタル音楽データの不正なコ 
ピーや再生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。そのため、他のパソ 
コンなどで取り込んだデータび著作権な護されている場合は、本製品でコピー、 
再生することはできません。 SDMI とは Secure Digital Music Initiative の略 
で、デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様を巧めるための団体のこ 
とです。 

•あなたび記録したをのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利ち 
に無断で使用でさません。 

• S □メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防ぐ SDMI に 
準拠したデータを取り扱ラことびでをます。メモリの一部を管理データ領域とし 
て使用するため、使用でさるメモリ容量は表示の容量より少なくなっています。 

• SDIO カードを使用する場合、おず本製品で動作びお認されている製品*'を使用 
してください。その他の SDIO 力ードを使用すると、システムの動作び不安定に 
なることびあります。 


* 12004年1月現を、弊社製 SDIO 力ード 「 Bluetooth ™ SD 力ード2」（型ま： PABSD 001) 
のみ対応しています。 
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SD メモリカード/メモリースティック 


包 


SD メモリカードのセツトと取り出し 


S □メモリカードを SD 力ード/メモリースティックス□ットに挿入することを 
「 SD メモ U 力ードをセットする」といいます。 

• SD Card/Memoy Stick ぶみ/晏 1_ ED び点巧中は、電源を切ったり 、 SD 
メモリカードを取り出したり J ':ソコン本体を動かしたりしないでください。 
データや SD メモリカードび壊れるおそれびあります。 

• SD メモ U カードは無理な力を加えず、静かに拝入してくださしん正しく巧 
し込まれていない場合、パソコンの動作び不安定になったり 、 SD メモ U 
カードび壊れるおそれびあります。 


七ツト 


SD メモリカードのラベルを貼られた面を上にして、 SD 力ード/メ 
モリースティックス□ットに}串入する 

奥まで巧入します。 



2取り出し 

1 SD メモリカードの使用を停止する 

① 通知領域の[八ードウエアの安全な取り外し]アイコン （I を） をク 
IJ ックする 

② 表示されたメニユーから [ TOSH 旧 A SD Memory Card Drive - ドライ 
ブを安全に取りがします]をク U ックする 

③ 「安全に取りかすことびできます」のメッセージび表示されたら、[閉じ 
る]ボタン（1车|)をク U ックずる 

2 SD メモリカードを巧す 

力ードび少し出てきます。そのまま手で取り出します。 


本体の機能 












3 SD メモリカードの内容を見る 

著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の 
手順で見ることびできます。 

1[スタート]一[マイコンピュータ]をクリックする 

[マイコンピュータ]画面び表示されます。 

2 [リムーバブルディスク ( E :)] (標準値）をダブルクリックする 

セットした SD メモ U カードの内容び表示されます。 


[ a ) SD メモリカードを巧う前に 1 


1ライトプ□テクトタブ 

SD メモ U 力ードは、ライトプロテクトタブを移動することにより、誤ってデータを 
消したりしないよラにでさます。 




書さ込み可能状態 

ライトプ□テクトタブを挿入と同じち向へ移動させます。この 
状態の SD メモリカードには、データの書さ込みも読み取りち 
でさます。 










































SD メモリカード/メモリースティック 


2 SD メモリカードのフォーマット 


フォーマットとは 、 SD メモリカードにトラックま号やへッド番号などの基本情報を 
書さ込み 、 SD メモリカードを使えるよラにすることです。 

新品の S □メモ U 力ードは 、 SD メモ U 力ードの規格にあわせてフォーマットされた 
状態で販売されています。 

再フォーマットをする場合は、「まち SD メモ U 力ードフォーマット」または SD メ 
モ U カードを使用する機器（デジタルカメラやオーディオプレーヤなど）で行って 
<ださい。 

S □メモリカードを使用する機器でのフォーマットち法については、『使用ずる機器 
に付属の説明書またはヘルプ』をお認してください。 




Windows 上（[マイコンピュータ]画面）で SD メモリカードのフォーマッ 
卜を行わないでください。デジタルカメラやオーディオプレーヤなど他の機 
器で使用できなくなる場合びあります。 

再フォーマットを行ラと、その SD メモ U 力ードに保存されていた情報はす 
ベて消去されます。1度使用した SD メモ I 」カードを再フォーマツトする場 
合はミ主意してください。 


■ ま泛 SD メモリカードフォーマツトをほつてフォーマツトする 

ここでは「東芝 SD メモリカードフオーマット」を使用してフオーマットするち法 
を説明します。 




「ま芝 SD メモ U 力ードフオーマツト」じ(外の、 SD メモリカードを使用するア 
プリケーシヨンはあらかじめ終了させてください。 


SD メモリカードをセツトする 

国^ SD メモ U 力ードのセツトについて 

「本節© SD メモ U 力ードのセツトと取り出し」 


本体の機能 













[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユー 
テイリテイ] 一 [ SD メモリカードフオーマット]をクリックずる 

[まち SD メモ U 力ードフォーマット]画面び表示されます。 


[ドライブ]で、フォーマットしたい SD メモリカードがセットされ 
ているドライブを確認し、必要に応じて[フォーマットオプション] 
でフォーマットの種類を設定ずる 



E 巧 ■| v | 容量 ： KJCXMB 


フォーマットオブシヨン 

@巧易つ牙ーマット(が〇完をフオーマットの 


[ スタ-卜ち〉] [ が7を） I [ ヘル ブ化〉〕 


• 簡易フォーマット 

ファイルの削除のみを行い、すべての領域の初期化は行われません。 

• 完全フォーマット 

SD メモ U 力ードのすべての領域を初期化します。簡易フォーマットに比 
ベて、フォーマットに時間びかかります。 

[スタート]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [ OK ] ボタンをクリックずる 

フォーマットび開始されます。 

画面下のノ（一は進行状況を示しています。 

フォーマットび完了すると、メッセージび表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックずる 

これで、フォーマットは完了です。 

フォーマットを終了する場合は、[終了]ボタンをクリックしてください。 



SD メモリカード/メモリースティック 


SD メモリカードの取り扱い で^- 

S □メモ U 力ードを取り扱ラとさには、なのことを守ってください。 

• SD メモ U 力ードに保存しているデータは、万一故障び起こったり、消失した場合 
に備えて、定期的に複製を作って保管するよラにしてください。 

SD メモリカードに保存した内容の障害については、当社は一切その責任を負いま 
せんので、あ日かじめご了をください。 

• SD メモ U 力ードの接触面（コンタクトエリア）を軸らないでください。 

ごみや異物び付着したり、巧れると使用でをなくなります。 

•強い静電気、電気的ノイズの発生しやすい環境での使用、保管をしないでください。 

記録した内容び消えるおそれびあります。 

•高温を湿の場所、また腐食性のある場所での使用、保管をしないでください。 

• 持ち運びやな管の際は 、 SD メモリカードに付属のケースに入れてください。 

• SD メモリカードび巧れたとさは、乾いた柔らかい素なの巧で拭いてください。 
•新たにラベルやシールを貼らないでください。 


〇】 


メモ IJ — スティックについて 


本製品の SD 力ード/メモ U - スティックス□ットでは 、 Memory Stick 
Specification VI .3 準拠のメモ U — スティックを取り付けて使用できます。 
使用でさるメモリースティックの種類は次のとおりです。 

• メモ1」ースティック 

• マジックゲートメモリースティック 

本製品は、著作権保護技術 MagicGate には対応していません。本製品では、著 
作権な護を必要としないデータの読み出し/書を込みのみでさます。 

• メモリースティック Duo 

メモ U - スティック Du □に付属のメモ U - スティック Duo アダプタを取り付け 
てから、使用してください。 

メモリ-スティックのほ用にあたって 国 

• ずべてのメモリースティックの動作お語は行っていません。 

したびって、すべてのメモリースティックの動作は保証でさません。 

• メモ U - スティックの詳しい使いかたなどにっいては『メモ U - スティックに付 
属の説明書』を確認してください。 
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メモリースティックのセットと取り出し 



r 

L 


メモリースティックを SD カード / X モリースティックス□ットに挿入することを 
「><モ U —スティックを t ットする」といいます。 




• SD Card/Memory Stick ■»/ 睾 1_ ED び点灯中は、電源を切ったり、メ 
モリースティックを取り出したり、バソコン本体を動かしたりしないでくだ 
さい。 

データやメモ1」ースティックび壊れるおそれびあります。 

• スタンバイ中は、メモリースティックを取り出さないで<ださい。データび 
消失するおそれびあります。 

• メモ U —スティックは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しく 
巧し込まれていない場合、パソコンの動作び不安定になったり、メモリース 
テイックび壊れるおそれびありまず。 


1セット 


メモリースティックの表裏を確認し、表を上にして、 SD 力ード/ 
メモリースティックス□ットに挿入する 



奥まで挿入しまず。 


2取り出し 

1メモリースティックの使用を停止する 

① 通知領域の[八ードウエアのま全な取りがし]アイコン （を） をク 
IJ ックする 

② 表示されたメニューから [ USB 大容量記憶装置デバイス-ドライブを安 
全に取りがします]をク U ックずる 

③ 「安全に取り外すことびできまず」のメッセージび表示されたら、[閉じ 
_ る]ボタン（1互1)をク IJ ックする 











SD メモリカード/メモリースティック 


2 メモリースティックを巧す 

メモ1」ースティックび少し出てさまず。そのまま手で取り出します。 


3 メモリースティックの内容を見る 

著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の 
手順で見ることびでさます。 

1[スタート]一[マイコンピュータ]をクリックする 

[マイコンピュータ]画面び表示されます。 

2 [リムーバブルディスク（巨)](標準値）をダブルクリックする 

セツトしたメモ U - スティックの内容び表示されます。 


©】 


メモリースティックを巧う前に 


1誤消去防止スイッチ 

大切なデータを誤って消去しないように、メモリースティックにある誤消去防止ス 
イッチを 「 LOCK 」 状態に切り替えることにより、メモ U - スティックへの書を込 
み（保存）を禁止できます。 「 LOCK 」 状態を解除すると、データの書き込みを読み 
取りをでをます。 

誤消ま防止スイッチの詳細については、『メモ U —スティックに付属の説明書』を確 
認してください。 
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2 メモリースティックのフォーマット^^^^^^^^^^^ 

フォーマットとは、メモリースティックにトラックま号やへッド番号などの基本情 
報を書き込み、メモ U - スティックを使えるよラにすることです。 

新品のメモ U - スティックは、メモリースティックの規格にあわせてフォーマット 
された状態で販売されています。 

再フォーマットをする場合は、メモリースティックを使用する機器（デジタルカメ 
ラやオーディオプレーヤなど）で行ってください。 

メモ U - スティックを使用ずる機器でのフォーマットち法については、『使用する機 
器に付属の説明書またはヘルプ』をお語してください。 


• Windows 上（[マイコンピュータ]画面）でメモリースティックのフォー 
マットを行わないでください。デジタルカメラやオーディオプレーヤなど他 
の機器で使用でさなくなる場合びあります。 

• 再フォーマットを行ラと、そのメモ U - スティックにイ呆存されていた情報は 
すべて消去されます。]度使用したメモ U —スティックを再フォーマットす 
る場合は注意してください。 


メモリースティックの取り巧い- H -~~ 

メモリースティックを取り扱ラときには、次のことを守ってください。 

• メモ U - スティックに保存しているデータは、万一故障び起こったり、消失した 
場合に備えて、定期的に複製を作ってな管するよラにしてください。 

メモ U —スティックに保存した内容の障害については、当社は一切その責任を負 
いませんので、あらかじめご了承ください。 

• 端テを軸らないでください。 

ごみや異物び付着したり、巧れると使用でさなくなります。 

•強い静電気、電気的ノイズの発生しやすい環境での使用、保管をしないでください。 

記録した内容び消えるおそれびあります。 

•高温を湿の場所、また腐食性のある場所での使用、保管をしないで<ださい。 

• 持ち運びやな管の際は、付属のケースなどに入れてください。 

• 巧れたとをは、乾いた柔らかい素材の巧で}式いてください。 

• ラベルは正しい位置に貼ってください。 

貼り替えるとさに重ね貼りをしないでください。 













にワンタッチボタン _ 

本製品には、簡単にインターネットブラウヴソフトやメールソフトなどを起動する 
ことびでさる、3つのワンタッチボタンびあります。 

各ボタンを押すと設定されているアプリケーションび起動します。 

起動するアプ U ケーションは、「ま芝コント□-ル」で自由に変更できます。購入時 
に各ボタンに設をされているアプ U ケーションはなのとおりです。 

• インターネットボタン . Internet Explorer 

• メールボタン . Microsoft Office Outlook ( Office 搭載モデル） 

または Outlook Express 
• サイバーサポートボタン ....... サイバーサポート 

【パソコン本体の電源が入つていないとき】 

電源び入り、 Windows 起動後、設をされているアプリケーションび起動します。 

【スタンバイ状態/休止状態のとき】 

スタン J (イ状態/休止状態を実行する直前の状態び再現されてから、設定されてい 
るアプリケーションび起動します。 

1ボタンを割日当てるアプリケーシヨンををまする 

各ボタンを押したときに起動するアプ U ケーションれ動作を設定することびできます。 

1[コント□-ルパネル]を開き、プリンタとその他のハード 
ウェア]をク U ックずる 

2 [区因ま芝コント□-ル]をクリックする 

[またコント□ールのプ□バティ]画面び表示されます。 

3変更ずるボタン名の下のこ J ボタンをクリックする 



ボタンに設定でをる動作の一覧び表示されます。 
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[アプリケーシヨンの指定]を選択する 

[指を]画面び表示されます。 

このとき、他の項目を選択した場合は手順8に進んでください。 

[参照]ボタンをクリックずる 


ちを_回図 


巧 V ケ-シヨンる(の P I 0K I 

々ーヴツト L ): I キみでル I 

実け’寺のディレゥト嚇 「 [ き昭也 ）」I 


[ファイルを開く]画面び表示されます。 

ボタンに設定したいアプリケーション名をクリックし、欄く]ボタ 
ンをク U ックする 

[指を]画面に戻ります。 

[アプ1」ケーション名]に、選択したアプ U ケーション名び表示されている 
ことをお認してください。 

[0K] ボタンをクリックする 

[まちコント□ールのプ□パテイ]画面に戻ります。 

割り当てたいボタンの欄に、逞択したアプリケーション名び表示されている 
ことをお認してください。 


B2 置さコシト□ールのブ□バテイ r?|rxi 



因ブールボタン <凶) 


IMcrosoH 0山 lookg ミ おのメールソフト） ，) 

【.♦ CyberSupport ポタン© 

|CyberSupport ' | 


[0K] ボタンをクリックずる 



2 章 

音楽と映像 


音楽と映像を本製品で楽しむ方法について説明して 
います。 

パソコンで DVD やビデオカメラの映像を見たり、 
音楽を聴く。そのデータを編集し、 CD や DVD に 
書き込んでオリジナルを作成する。写真や DVD- 
Video の映像を見る。そのデータを編集して個人コ 
レクシヨンを作るなど。パソコンの楽しみかたを紹 
かします。 


1音楽 CD を聴く 94 
2音楽ファイルを聴く 99 
3オリジナル音楽 CD を作る107 
4 DVD - Vide □を観る112 
已デジタルカメラの写真を編集/整理ずる 11 S 
6オ U ジナル DVD を作る1吕1 



1 音楽 CD を聴く 


本製品では音楽 CD を聴くことびでをます。 

メモ - 

音楽 CD の再生中に、パソコン本体に振動'衝撃を与えると、音巧びすること 
びあります。 


ro 音楽 CD を再生する 


{ 


音楽 CD を再生するためには、音楽 CD に対応したァプ I 」ケーシヨンび必要です。 
本製品には次のアプ U ケーシヨンびインス I ルされています。 

ビートジでム ウィンドクブ メディア プレーヤ 

• BeatJam •Windows Media Player 


1 起動方法 

1 Windows が起動している状態で、音楽 CD をセットする 

[Audio CD の:)]画面び表示されます。 

国^巳 D のセットについて『さあ始めよう2章1-©巳 D / DVD 』 

[Audio CD (□:)] 画面び表ホされない場合は、[マイコンピュータ]での:) 
ドライブをちクリックし、[自動再生]をク U ックしてください。 

2使用するアプリケーシヨンを選択し、 [0K] ボタンをクリックする 

使用するアプ U ケーシヨンび 「 BeatJam 」 の場合はけーディオ CD の再 
生目 eatJam 使用 ]、 「Windows Media Player 」 の場合は[オーディオ 
CD を再生します Windows Media Player 使用]を選択してください。 
選択したアプ U ケーシヨンが起動します。 


「 BeatJam 」 を起動したいのに [Audio CD の;)]画圃こ[才ーデイオ CD 
の再生 BeatJam 使畑び表示されない場合は、閒じる]ボタン（因）を 
ク U ックして画面を終了し、[スタート]一[すべてのプ□グラム]一 
[JUSTSYSTEM アプ U ケーシ ヨン] 一 [ BeatJam ] - [ BeatJam ] を 
クリックして起動してください。 










I BeatJam をお!めて起動したとを _ 

初めて起動したときは、[使用許諾契約の確認]画面び表示されます。契約内容を読 
んで、[同意する]ボタンをク U ックしてください。[同意する]ボタンをクリック 
しないと、 「 BeatJam 」 を使用できません。 

I Windows Media Player をお]めて起動したとを _ 

初めて起動したときは 、 [Windows Media Players シリーズへようこそ]画面び 
表示されます。画面の指示に従ってプライ J トンーオプションとインス I ''ールオプ 
ションを設定してください。 

インス!ルオプションの設定では、[ファイルの種類]タブで [ DVD ビデオ]の 
チェックをはずしてください。 

DVD - Video の再生には 、 「InterVideo 
WinDVD 」 の使用を巧奨します。 



役立二) 

操作集ライフスタイルパネルで操作する 

モデルによって同おされているマルチ AV f ネルやオーデイオノ（ネルを使用す 
ると、音楽 C □やファイルの再生などをボタンで操作でさます。 

国^マルチ AV パネル 『 TV / C □操作ガイド』 

才ーデイオパネル n 章已 -© 才ーデイオバネルを使う」 



















音重を調即します。 
+ボタンをク U ック 
すると音量が大さく 
なり、ーボタンをク 
U ックするとルさく 
なります。 


[Beat Jam の 


『困ったときは付録1アプリケーションの問い合わせ先』 


I — 再生中にク U ックすると、トラックの先頭か6 
再生します。再生中でち、トラックが始まった 
直後の場合は、1つ前のトラックを再生します。 




-再生します。 


^再生を停止します。 



* 

■ 

! , 

1 

1 ' 

h 

f| 

イ 

‘ ■ 

- 1 


一時停止します。もう]度ク U ツク- 
すると、一時停止したところから 
再生します。 

再生中にク U ックすると、一 ■ 

次のトラックを再生します。 

ディスクトレイを開をます。- 


[ ヘルプの起動方法】 

1 rseatjamj を起動後、メニューバーか5 [ヘルプ] 
使い方]をクリックずる 

「目 eatJam 」 の問い合わせ先 



2操作画面 

アプリケーションごとの各操作ボタンの役割は次のとおりです。 

Beat Jam を起動した場合 
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I Windows Media Player を起動した場合 _ 

Windows Media Player の画面の上の方にポインタをあわせるとタイトルバーや;< 
ニューバーび表示されます。 



再生するトラックを1つ戻します。再生するトラックを1つ進めます。 

【ヘルプの起動方法】 

1 [Windows Media PlayerJ を起動後、メニューバーか日[ヘル 
プ]^ [トピックの検索]をクリックする 

图^ [Windows Media PlayerJ の問い合わせ先 

『困ったとをは付録1アプリケーションの問い合わせ先』 

3ドライブの動作音を軽減するには 

音楽巳 D を楽しみたいとさに、ドライブの回転速度をおさえ、動作音を軽減でさま 
す。 「 CD / DVD 静音ユーティリティ」で設をします。 

通知領域の [ CD / DVD 静音ユーティ U ティ]アイコンじ.-.)をダブルクリックす 
ると、 [ CD / DVD 静音ユーティ U ティ]画面び表示されますので、各モードの説明 
をお認してください。 


音楽と映像 
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モードを切り替えるには、選択するモードのボタンをク1」ックしまず。 



また、 通知領域のに D / DV □静音ユーテイ I 」テイ]アイコン（乙 1) をちクリック 
し、表示されたメニューからモードを選択することちでをます。 



に D / DVD 静音ユーテイ U テイ]画面で[タスクバーにアイコンを表示ずる]の 
チェックをはずすと、通知領域のアイコン （3) び消えます。 

この場合、 「 CD / DV □静音ユーテイ U テイ」を起動ずるには、[コント□-ルパネル] 
一[夕>バフォーマンスとメンテナンス]- [(^ CD / DV □静音ユーテイ U テイ]を 
ク U ックします。 

通知領域にアイコン （[ J ) をもう1度表示するには、[タスクバーにアイコンを表 
おする]をチェックしてください。 


音楽 C □を聴さ終わったあとは、「標準モード」に設定を戻してください。 

「静音モード」に設定していると巳 D の読み出しま度び遅くなるため、「標準モード」 
よりち巳 D の読み出しに時間びかかります。 

メモ - 

「静音モード」に設定してを、次のような場合は「標準モード」に切り替わり 
ます。 

-再起動したとさ 

•スタンバイ、休止状態から復帰したとを 
- 「 D 旧 gn Drop CD + DVD 」 で CD のコピーを行うとき 
-巳 D 速度を設定するアプ U ケーシヨンを使用したとさ 


白8 


















2 音楽ファイルを聴く 


本製品では次のよラな音楽ファイルを再生できます。 

• WAVE 形式 (. wav ) • WMA 形式 （. wma ) • MP 吕形式 (. mp 3) など 

メモ - 


•「目 eatJam 」 は MP 3 ファイルの再生は可能ですが、 MP 3 形式のデータを 
作成することはでさません。 

• 本製品に内蔵されている SD 力ー ド/ X モ U — スティックス□ットは、 
Ma 旨 icGate に対応していないので、日 penMG 形式の音楽ファイルを X モ 
リースティックにチェックアウトでさません。 


B 


Beat Jam でファイルを再生する 


1音楽ファイルを直接再生する 

次のようにファイルを再生します。 


[ライブラリ]ボタン （ EE 2 互）をクリックする 

[ライブラリ]画面び表示されます。 
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2 画面左にある一覧で[すべての巧]をクリックし ①、 [マイコン 
ピュータ]などで再生したい音楽ファイルを 「 BeatJamJ のメイ 
ン画面にドラッグアンドド□ップする ⑨ 

① 

③ 

音楽ファイルはアルバム名やアーティスト名によって、自動的にカテゴ U に 
分類されて追加されます。 

プレイリストび作成されている場合、プレイリストにドラッグアンドド□ッ 
プするとそのプレイリストにを追加されます。 

国^プレイ U ストについて「本項2プレイリストを作成する」 

3画面左でカテゴリやグループを選択し ①、 表示された一覧か日再生 
したいファイルを選択する⑨ 

③ 

① 

このとさ画面左の[すべての巧]をクリックすると、カテゴリやグループに 
分けず、すべてのファイルび表示されます。 

4 [再生]ボタン（^)をクリックする 

選がしたトラックび再生されます。 

選がしたトラックのあとは、一覧に表示されている順に再生されます。 

2プレイ y ストを作成する 

音楽ファイルを好さな順序に並べてプレイ U ストを作成すると、複数の音楽ファイ 
ルを聴をたい順まで再生することびでをます。 

1ライブラリにファイルを追加する 

ライブラ1」にファイルを追加して、プレイリスト作成の準備をします。 
•音楽 CD のトラックをコピーする場合 
①に □] ボタン ( 1 1) をクリックする 

に □] 画面び表示されます。 
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② 音楽 CD をドライブにセットする 

自動的に再生び始まったときは、[停止]ボタン （ L ^) をクリックし 
て停止してください。 

[Audio CD ] 画面び表示されたとさは、[キャンセル]ボタンをクリッ 
クして画面を閉じてください。 

③ 一覧で、録音したいトラックの左側にあるボックスをチェック（囚）する 
一覧の左下にある 囚 をクリックすると、一覧表おされているすべての 
トラックび録音されます。 □ をク U ックすると、一覧表おされている 
ずべてのトラックび録音されません。 

④ [巧のビットレート]^ ■叫■化ぉ， ) で' どのビットレートで録音す 
るかを選択する 

ビットレート数び大きいほど、良い音質で録音されます。 

⑤ 按ミ音]ボタン ( G 3 i >) をク U ックする 

に D の録音]画面び表おされ、録音び始まります。 

⑥ 録音び終わったら、[閉じる]ボタンをク U ックする 


役立つ 

操作集巧情報を取り込む 

音楽巳 D の情報を Gracenote CDDB から取り込むことびできます。 
Gracenote CDDB については、 BeatJam のヘルプを確認してください。 
Gracen □お CDDB は、ユーヴ登録しないと使用でをません 。 Gracenote CDDB 
で曲の情報を取り込めないときは、 [ Artist ] にアーテイスト名や、 [ Genre ] に 
ジャンル名を入力します。ジャンル名はメニューから選択することちでをまず。 


ファイルを追加する場合 

「本項1音楽ファイルを直接再生する」の手順1、2を参照して、音楽 
ファイルをライブラ U に追加してください。 


2 

3 


[ライブラリ]ボタン（它 - H ) をクリックする 


[編集メニュ ー] ボタン（曲ごこ J ) をクリックして、表示されるメ 
ニューか5 [プレイリストの新規作成]をクリックする 

画面左の[プレイリスト]に 「New Playlist 」 という新しいプレイリスト 
び作られます。 



101 



音楽と映像 

















4 新しいプレイリストの名前を入力し、 ( Enter ) キーを巧す 

プレイリスト名び確定されます。 

5 追力日したいファイルが含まれているグループを、画面左の一覧にあ 
る[すべての曲]〜[お好み検索]か5選択する 


6 —覧か5、プレイリストへ追加するファイルを選択する 
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にか)キーを押したままファイルをク1」ックすると、順番び離れている複数 
の巧を還べます。 

胃をキーを押したままファイルをク U ックすると、順番び続いている複 
数の曲を選べます。 

7 選択したファイルをドラッグし、画面左の一覧にある、追加したい 
プレイリストの上でド□ップする 

プレイリストに巧び追加されます。 

3プレイ y ストか百再生する 

1[ライブラリ]ボタンをクリックする 

2画面左の一覧にある[プレイリスト]の中か日、聴きたいプレイリ 
ストをク U ックする 

3 [再生]ボタン （」^) をクリックする 

一覧に表示されている順に再生されます。 

役立つ 

操作集 RoomStyle プレーヤー 

画面下にある [ RoomStyle 円 ayer ] ボタン（ぶごご三 J をク U ックすると、 
RoomStyle プレーヤーに切り替わります。 

音楽を聴さなびら、 RoomStyle プレーヤーに表おされるムービーを楽しめま 
す。 RoomStyle プレーヤーについては、目 eatJam のヘルプを確認してくだ 
さい。 
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Windows Media Player でファイルを再生する 


まず、再生する音楽ファイルを用意してください。音楽ファイルは、インターネッ 
卜からダウン□—ドしたり アプ U ケ—シ ヨンを使って自分で作ることちでさます。 

各音楽ファイルは「1トラック」として扱われます。 

音楽ファイルには、巧名やアーティスト名などの情報び記録されていることびあり 
まず。これらの情報びある場合は、画面上に表示されます。 


1音楽ファイルを再をする 

再生リストを作成していない場合は、次のよラに操作してください。 

1 [Windows Media PlayerJ のメニューバーか5 [ファイル]一 
[開 <] をク U ックする 

2聴きたし個のファイルを選択し①、欄く]ボタンをクリックする⑤ 



'③ 


再生び開始されまず。 

国^ Windows Media Player の操作について「本章1-〇-2操作画面」 

















2 再を y ストを作成する 

ファイルを好さな順序に並べた再生リストを作成すると、複数の音楽ファイル 
( CD 、 ラジオ局、およびビデオからの複数のトラックなど）をグループ化して、指 
定した順序で再生することびでさます。 

1メディアライブラリにファイルを追加する 

•音楽 CD のトラックをコピーずる場合 

① 音楽巳 D をセットする 

② に D から録音]ボタンをク U ックする 

③ コピーするトラックをチェックする 

④ [音楽の録音]ボタンをク U ックする 

⑤ 除5音オプション （1/2)] 画面でオプションを選がする 

⑥ r 巳 D から録音される音楽び、…」の項目を読み、チェックする 

⑦ [次へ]ボタンをクリックする 

⑨除ミ音オプション （2/2)] 画面でオプションを選がする 
⑨[完了]ボタンをクリックする 

•ファイルを追加ずる場合 

① メニューバーから[ファイル] 一[メディアライブラ U に追加]一 
[ファイルまたは再生 U ストを追加]をクリックする 

② ロァイルを開 <] 画面でファイルを選択する 

• インターネット上の音楽ファイルなどのマルチメディアを追加する場合 

① メニューバーから[ファイル] 一[メディアライブラ U に追加]一 
[ URL を追加]をク U ックする 

② 閱く]画面で URL またはパスを指定する 

2 [メディアライブラリ]ボタンをクリックする 



メディアライブラ U を初めて使ラときに限り、メッセージび表示されます。 
[いいえ]ボタンをク I 」ックして<ださい。 
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2 音楽ファイルを聴く 


メディアライブラ U に追加され 
ているファイルび表示されまず。 


4 [再生リスト]ボタンをクリックし①、表示されたメニューか日[新 
しい再生リスト]をクリックする ② 



① 

② 


5 [メディアライブラリの次の項目を表示]で再生リストに追力日した 
いファイルのカテゴリを還択し①、表示されたカテゴリか日目的の 
項目を選択ずる② 


① 

② 

ファイルの一覧び表示されます。 

6再生リストに追加するファイルをクリックする 



ク U ックしたファイルび、[再生リスト名]の下に表示されます。 
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7 [再生リスト名]に再生リストの名前を入力し①、 [0 K ] ボタンをク 

ここでは例として再生リスト 
名を「新規リスト」とします。 

① 


② 


3再生 y ストか S 再生する 

1[メディアライブラリ]画面で、目的の再生リストをクリックずる 

リストの内容びち画面に表示さ 
れます。 


2 [再生]ボタン （©) をクリックする 

再生び開始されます。 



リックする⑨ 



ファイルび再生 U ストに追加されます。 
新しい再生リストび作成されました。 
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3 オリジナル音楽 CD を作る 


「Drag n Drop CD + DVD 」 は、 CD - RW 、 CD - R にデータを書き込むことびでき 
るアプリケーションです。 

ここでは、才 U ジナルの音楽 CD を作成する手順について説明します。 

データのバックアップを作成する手順については、『困ったときは2章2バック 
アップをとる』を参照してください。 


Drag’n Drop CD + DVD を巧うために 


CD - RW 、 CD - R に書き込む前に - 

CD - RW 、 巳 D - R に書き込みを行うときは 、 「Dragn Drop CD + DVD 」 を使用して 
ください。本製品に添付の 「Dragn Drop CD + DVD 」 L ソ外の CD - RW 、 巳 D - R ラ 
イティングソフトウェアは動作保証していません。 Windows 標準のライティング機能 
や市販のライティングソフトウェアは、使用しないでください。 

CD - RW 、 CD - 刊こ書さ込みを行ラとをは、次の注意をよく読んでから使用してください。 
守らずに使用すると、書き込みに失敗ずるおそれびありまず。また、ドライブへの 
ショックなど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書を 
込みに失敗することびあります。 

• CD - RW . CD - R に書き込む際には、それぞれの書き込みま度に対応したメディア 
を使用してください。また、巧奨するメーカのメディアを使用してください。 

国^ CD - RW 、 CD - R について「1章 9-0 使用できる CD 」 

• バッテリ駆動で使用中に書き込みを行うと、バッテ U の消耗などによって書き込 
みに失敗するおそれびあります。必ず AC アダプタを電源コンセントに接続して 
<ださい。 

* 書き込みを行ラ際は、本製品の省電力機能び働かないようにしてください。また、 
スタンバイや休止状態を実行しないでください。 

国^省電力機能について『応用にチャレンジ3章バッテ U 駆動』 

• 次におすような、ライティングソフトウェア外のソフトウェアは終了させてく 
ださい。 

-スク IJ ーンセー バ 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高ま化ずる常駐型ユーティ1」ティ 
-モデムなどの通信アプ U ケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となりまずので使 
用しないことを推奨します。 
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• SD メモ U 力ード、 PC 力ードタイプの八ードディスクドライブ、 USB 接続の 
八ードディスクドライブなど、本製品の八ードディスク(外の記憶装置にある 
データを書を込む際は、データをいったん本製品の八ードディスクに保存してか 
ら書を込みを行ってください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の八ードディスクに保存してか 
ら書を込みを行ってください。 

• 「□旧旨 ’n Drop 巳 D + DVD 」 は、パケットライトあ式での記録機能は備えてしほせん。 

• 本製品に付属している 「Dragn Drop CD + DVD 」 を使用して DVD - Video 、 
DVD - Audio を作成ずることはでさません。 

•「□旧巨 ’ n Drop CD + DVD 」 の [Music BOX ] -< j ) を使用して、 DVD 书 W 、 
DVD - R に音楽情報を書を込むことはでさません。 

書き込み/削おを巧うにあたって 

• Drag'n Drop CD + DVD は DVD-RAM メディアへの書き込みをヴポートしてい 
ません。 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴを切り替える、画面の解像 
度や色数の変更など、バソコン本体の操作を巧わないで<ださい。 

• パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 次の機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

P 巳力ード、 USB 対応機器、外部ディスプレイ、テレビ、 i . LINK 対応機器、 

SD メモリカード、メモ U - スティック、バラレルコネクタに接続する機器、 
テレビ 

• パソコン本体から携帯電話、および他の無線通信装置を離してください。 

•重要なデータについては、書さ込み終了後、必ずデータび正し<書を込まれたこ 
とを確認してください。 






3 オリジナル音楽 CD を作る 


■DVD を使ラ 


©】 


Drag’ 


rOrag'n Drop CD + DVD 」 は、自動的に起動しデスクトップ上にアイコンび表示 
されまず。 

「 DragnD「opCD + DVD 」 を終了させた場合は、次の手順で起動してください。 


1起動方法 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ Drag’n Dr 叩 CD + DVD ] 
一 [ Drag’n Drop CD + DVD ] をクリックする 

デスクトップ上に、アイコンび表示されます。 


2 Drag'n Drop CD + DVD の甚本操作 

デスクトップに表示されるアイコンは、次のよラな役割ををっています。 


- [Music BOX ] 

音楽 CD を作成するとさに使用します。 

音楽ファイルをこのボックスにドラッグアンドド□ップすると 
[Audio CD Layout Window ] が開き、そこで好きな巧を選択する 
と自分だけの音楽 CD を作成でさます。 

- [DISC Backup BOX ] 

著作権上コピーが認め6れている CD のバックアップを作成するとを 
に使用します。 

- [Data BOX ] 

フオルダやファイルをドラッグアンドド□ップしてデータ CD や 
DVD を作成するときに使用します。 

^詳細について『困ったとさは2章2バックアップをとる』 

CD に保存されている WMA ち式または WAVE ち式の音楽ファイルを使用して音楽 
C □を作成する場合は、 C □から直接 [Music BOX ] にドラッグでさません。]度 
八ードディスクに保存してから音楽巳 D を作成してください。 









3 音楽 CD を作成する 

1音楽 CD をドライブにセットする 

[Audio CD (□:)] 画面び表示された場合は、[キャンセル]ボタンをク 
U ックしてください。 

2 [スタート]一[マイコンピュータ]をクリックする 

3 [Audio CD ( D :)] アイコン（(^)を 、 [Music BOX ] にドラッ 
グアンドド□ップする 

[Audio CD Layout Window ] 画面び表示され、[音楽巳 D トラック情報] 
には曲情報び表示されています。 

4 [ブランク CD サイズ]を指定する 
5 書き込みたいトラックを選択する 

トラックは複数選択でさます。 

[再生]ボタン(^)をク U ック 
すると試し聴さでさます。 


の |"11::" !r;.ri ja ■ 



6 [選択トラックをリストに追加]ボタン（に >]) をクリックする 

デジタル抽出び開始されます。デジタル抽出び完了するまで、しばらくかか 
ります。進行状況は、[デジタル抽出状況]のバーでお認でさます。[ベスト 
アルバムトラック情報]に抽出した曲び表示されます。 



曲順を入れ替えたい場合は、トラックを選択して移動したい位置へドラッグ 
アンドド□ップします。 

不要なトラックは L < J ボタンで削除でをます。 

他の音楽巳 D からも取り込みたい場合は、ここで音楽 CD を入れ替え、手順 
已、日を繰り返します。 
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3 オリジナル音楽 CD を作る 


7音楽 CD を取り出し、未使用の CD - R をセットする 

8 [書き込み]ボタン ( n をクリックする 

巳 D への書さ込みび開始されます。書さ込みび終了ずると、ドライブのデイ 
スクトレイび自動的に開をます。 

I ヘルプの起動方ミち 

「 DragnD「opCD + DVD 」 の詳しい情報は、ヘルプをお認してください。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ Drag’n Drop CD + 
DVD ] 一 [ Drag’n Drop CD + DVD Help ] をクリックする 

「□ragn Drop CD + DVD 」 のヘルプび表示されます。 

国^ rOrag'n Drop CD + DVD 」 の問い合わせ先 

『困ったとをは付録1アプ U ケーシヨンの問い合わせ先』 


〇] 


Drag’ 


- DVD を終了する 


「Drag n Drop CD + DVD 」 を終了するときは、次の手順で行います。 


1通知領域の [ Drag’n Drop CD + DVD ] アイコン （®) をちク 
リックし、表示されたメニューか5 [終了]をクリックする 

デスクトップ上に表示されていたアイコンび消えます。 








4 DVD - Video を観る 


本製品は、ドライブに DVD - Video をセットして、迫力ある映像を楽しむことびで 
さます。 _ 

DVD - Video 再をソフトウェアとして 、 RnterVideo WinDVDJ び用意されています。 

■漏山 DVD-Video の再生にあたつて 

• DVD - Video の再生には 、 「InterVideo WinDVD 」 を使用してください。 
「Windows Media Player 」 やその他市販ソフトを使用して DVD - Video を再生 
すると、表示び乱れたり、再生でさない場合びあります。このよラなとさは、 
「InterVideo WinDVD 」 を起動し、 DVD - Vide □を再生してください。 

• DVD - Video 再をソフト 「InterVideo WinDVD 」 は 、 Video CD、Audio CD 、 
MP 3 の再生はサポートしていません。 

• DVD - Video 再を時は、なるべく A 巳アダプタを接続してください。省電力機能び 
働くと、スムーズな再生びできない場合びあります。バッテリ駆動で再生する場 
合は「ま芝省電力」で 「 DV □再生」プ□ファイルに設定してください。 

•使用する DVD ディスクのタイトルによっては、コマ落ちしたり、マルチアングル 
シーンで一時停止びでをない場合びあります。 

• DVD - Video を再生ずる前に、他のアプ U ケーションを終了させてください。ま 
た、再生中には他のアプリケーションを起動させたり、不要な操作は行わないで 
<ださい。 

再生中に、常駐しているプ□グラムの画面やアイコンなどびちらつく場合は、 
rinterVideo WinDVD 」 を最大表示にしてください。 

• DVD - Video の再生は Region コードに」、 「 ALL 」 のをのをご使用ください。 

• 外部ディスプレイまたはテレビに表示する場合は、再生する前にあらかじめ表示 
装置を切り替えてください。また、マルチモニタ（内部液晶ディスプレイとか部 
ディスプレイまたはテレビの同時表示）の設定では、外部ディスプレイまたはテ 
レビに表示するための設定び必要です。 

内部液晶ディスプレイと外部ディスプレイに巳 lone 表示をしているとを DVD - 
Video を再生すると、画像びコマ落ちすることびあります。この場合は表示解像 
度を下げるか、内部液晶ディスプレイまたは外部ディスプレイのみに表示するか、 
化張表示に設定してください。 

^表示装置の切り替え『応用にチャレンジ2章 4-2 テレビに表示する』 

その他のま意については、 「 Readme 」 に記載しています。 

「 Readme 」 の起動は、[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [InterVideo 
WinDVD ] -► [ readme 1 st . txt ] をクリックしてください。 
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InterVideo WinDVD を起動する 


「InterVideo WinDVD 」 を起動するち法は、次のとおりです。 


1起動方法 

1 DVD - Video をセットする 

アプリケーションを選択する画面び表示されます。 

国^ DVD のセットについて『さあ始めよう2章1-© CD / DVD 』 

アプリケーションを選択する画面び表示されない場合は、[マイコンピュー 
夕]で （ D :) ドライブをダブルク U ックしてください。 

「InterVideo WinDVD 」 が起動します。 

2 |； DVD ムービーの再生 InterVideo WinDVD 使用]を選択し①、 
[0 K ] ボタンをクリックずる③ 



① 


② 


「InterVideo WinDVD 」 が起動します。 

[インタービデオ製品登録]画面が表示された場合、インターネット経由で登録を行 
うときは[インターネット接続環境にあり、オンラインで登録を行います]が選択 
されていることを確認し、[継続]ボタンをク U ックしてください。登録を行わない 
ときは、[キャンセル]ボタンをクリックしてください。 

メモ - 

[スタート] こ:！一から [InterVideo WinDVDJ を起動するには、[スター 
卜] 一 [すべてのプ□グラム] 一 [InterVideo WinDVD ] -► [InterVideo 
WinDVD ] をク U ックしてください。 
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InterVideo WinDVD を使う 


r 




「InterVideo WinDVD 」 を起動するとメインウインドウと WinDVD コント□-ル 
パネルが表示されます。 

再生する DVD - Video によっては、表示が一部異なる場合があります。 

また、操作ボタンの一部は機能に対応している場合のみ使用でさます。 


I —メインウインドウ 

ビデオを表示します。 




^ WinDVD コント□—ルパネル 

DV □の再生は、このパネルのボタンで操作します。 
再生の操作でおちに使用するボタンについては、 

「本項] WinDVD ] ント□-ルパネル」を参照して 
<ださい。 














1WinDVD コント□-ルパネル 

DVD 再生のとさは、おもに次のボタンを使用します。 

各ボタンの詳細については、ヘルプを確認して<ださい。 


巧変速早送り/早戻し 

ダイヤルをドラッグして 
再生速度を任意に変更し 
ます。速度 I しよっては、 
音声が出力されなくなり 
ます。 


ー ボリューム 

上にドラッグすると音量が 
上がります。 

下にドラッグすると音量が 
下がります。 

カウンタ- 

再生中の DVD のチヤプ 
ターや再生時間などを表示 
します。 


-ヘルプ 

ヘルプを表おします。 

—最小化 

画面を最小化します。 

^フルスクリーン 

画面を最大化します。 

閉じる 

WinDVD を終了します。 


%.Jr 


コマ 戻し¬ 
-時停止- 


VI e 1 0* 


10 00 42 I 

ィでり D ( D ( 麵 ）:1 


;〔ィィ 1，1 ►► )c Iィ 


^タイムスライダー 

スライダーノ（一をドラッグして 
タイトル內の位置を移動します。 


サブパネルを表示 
します。 


コマ 送り 
再生—— 
停止—— 


二■ユート 

ク U ックすると消音になります。 
消音の状態でク U ックすると元の 
音量に戻ります。 


I — ク U ックするごとに再生速度を速くします。 
——ク U ックするごとに再生速度を遅くします。 


f 

P 早戻し 

一前のチヤプタ- 

\ 

P 取り出し 

ディスクトレイを開さます。 
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^早送り 夕のチャプター 
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2 サブパネル 

サブパネルで、再生する DV □に応じてオーディオ、ビデオ、その他の付加機能を調 
節することびでをます。 

【サブパネルの表示と切り替え】 

1 WinDVD コント□-ルパネルの[サブパネル]ボタンをクリックする 



[サブバネル]ボタン 


卜♦'け口か 


2表示されたメニューか日調節ずる機能を選択し、クリックする 
【サブパネルの非表示】 

表示しているサフパネルを閉じる場合は、次のよラに操作してください。 

1[サブパネルを閉じる]ボタンをクリックする 



3昼本設定のを更 

rinterVideo WinDVDJ を使用するときの全体的な設をは[セットアップ]画面で 
行います。この設定は、再生するすべてのディスクに適用されます。 

1サブパネルの[セットアップ]ボタンをクリックする 



[セットアップ]ボタン 


[セットアップ]画面び表示されます。 
各タブで設定を行ってください。 












4 テレビまたはか部ディスプレイに表示する^^^^^^^ 

ノ':ソコン本体にテレビまたは外部ディスプレイを接続して、 DVD - Video の再生画 
面を表示させることびでさます。 

rinterVideo WinDVDJ を起動する前に、表示装置を切り替えてください。 

また、内部液晶ディスプレイとテレビまたはか部ディスプレイに同時に表示させる 
場合は、設定び必要です。 

国^詳細について『応用にチャレンジ2章4テレビを接続する』 

『応用にチャレンジ2章已外部ディスプレイを接続ずる』 

ヘルプの起動方法 

1 WinDVD コント□-ルパネルの[ヘルスボタン （ マ )をクリッ 
クずる 

圆^ rinterVideo WinDVD 」 の問い合わせ巧 

『困ったとをは付録1アプ U ケーシヨンの問い合わせ先』 


役立二) 

操作集ライフスタイルパネルで操作する 

モデルによって同おされているマルチ AV J くネルやオーデイオノ ネルを使用す 
ると、 DVD - Video の再生などをボタンで操作でをます。 

国^マルチ AV パネル 『 TV / C □操作ガイド』 

才ーデイオパネル n 章已 -© 才ーデイオパネルを使う」 









5 デジタルカメラの写真を編集/整理する 

本製品には、画像を編集できるアプリケーシヨン「デジカメ Walker (Ulead iPhoto 
Express )」 び用意されています。 

「デジカメ Walker 」 を使ラと、写真などの画像を簡単に編集でをます。編集した画 
像を使ってカードや Web ページを作成したり、アルバムを作って画像を管理するこ 
とちでをます。 

1 起動方法 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[デジカメ Walker ] 一 
[Ulead iPhoto Express ] をクリックずる 



コマンドによって表示が'切り誓わり イメージやプ□ジェクトを見たり 

ます。詳しい設定がでをます。 編集したりする場所です。 

サムネイルストリップ- 

開いているイ^ージやプ□ジェクトのサムネイル（一覧表示画像）が表示されます。 
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デジタルカメラの写真を編集/整理ずる 


調整 

画像の切り抜さ、サイズや明るさ/色の調整などを行いまず。 

選択範囲 

用途や巧、色に基づいて範囲を還択しまず。 

テキスト 

画像に文字を書を込みます。文字にもいろいろな効果を選べます。 

ペイント 

筆で絵に色をつけるように、画像にさまざまな効果を加えます。 

装飾 

縁取りやイラスト、影の追加などび行えます。 


2写真を編集する 

ここでは、デジタルカメラで撮った写真をパソコンにファイルとして取り込んだ状 
態で、編集を加える場合について説明します。 

デジタルカメラからパソコンへの取り込みかたは、接続するデジタルカメラによっ 
て異なります。詳しくは、『デジタルカメラに付属の説明書』を確認してください。 

1[編集]モード （[ 

し] 


]) でコマンドパネルか日[フォト取り 


[マイコンピュータ]をクリックずる 

オプションパネルに[参照中のフォルダ]び表示されます。 

2こ J をクリックし、表示されたメニューから編集する写真のある 
フォルダをクリックする 

オプションパネルにサムネイルび表示されます。 

3編集する画像のサムネイルをクリックし、[開く]ボタンをクリッ方 
ずる 


一 , 

r.m 

回 


回 


—一 

因 


巧 



-サムネイル 


作業領域に画像び表示されます。 

4コマンドパネルか日[編爵のメニューをクリックし、画像を加工 
ずる 

次のメニューから、画像にさまざまな効果を加えることびできます。 





音楽と映像 


J4 


















3 加工した画像を巧巧する 

1コマンドパネルか日[共有]一[保存]をクリックする 

オプション;!（ネルに、な存についての項目び表示されます。 



巧をするフォルダを指定します。 


ファイル名を入力します, 


巧をする巧式を還巧します。 


カラー-モノク□など色のあ式を 
還おします。 


2 [保を]ボタンをクリックずる 

ヘルプのお動方法 _ 

1「デジカメ Walker (Ulead iPhoto Express )] を起動後、メ 
ニューバーか5 [ヘルプ] 一 [Ulead iPhoto Express のへルス 
をク U ックする 

PDF マニュアルの起動方法 _ 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[デジカメ Walker ] 一 
liScreenbook ] をクリックする 

国^「デジカメ Walker 」 の問い合わせ巧 

『困ったときは付録1アプ U ケーシヨンの問い合わせ先』 
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6 オリジナル DVD を作る 


「 WinDVR 」 や rWinDVD Creator 2 Platinum 」 を使ってデジタルビデオカメラや 
アナ□グのビデオカメラ *1 で撮影した映像、またはビデオデッキで録画した映像を 
本製品に取り込み、編集でさます。また DVD マルチドライブモデルまたは DVD - R / 
- RW ドライブモデルでは、編集した映像データを DVD に書き込むこともできます。 

本]ここでいラアナ□グのビデオカメラとは、 VHS や S-VHS、Smm カメラや Hi-8 カメラを示 
します。 


いろいろな映像をパソコンに取り込む 

^「本節®映像データをパソコンに取り込む」 




デジタルビデオカ 
メラの映像データ 


アナ□グのビデオ 
カメラで撮った 
テープの映像け 


ビデオデッキか 6*2 


*2 TV チューナ内蔵モデルのみ 




^- N 

r 、 

映像を編集する 


録画 • 編集したデータを保をする 

[interVideo WinDVD 


『interVideo WinDVD 

Creator 2 Platinum 


Creator 2 Platinum 

ユーヴーズ.マニュアル』 

韻 

* 

ユーヴーズ.マニュアル』 

^^_ d 
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WinDVD Creator 2 Platinum のほ用にあたつて^^^ 

• rinterVideo WinDVDJ などの映像を再生するアプリケーシヨンび動作している 
と、編集中のプレビューび正しく表示されない場合びあります。編集中は他のア 
プリケーシヨンを終了してください。 

• 編集中のプレビューは内部液晶ディスプレイにのみ表示されます。か部ディスプ 
レイには表示されません。 

• 著作権保護された映像び保存されている DVD - RW 、 DVD - R の映像の編集は行え 
ません。 

• 著作権保護されているコンテンツは再生でさません。 

•「WinDVD Creator 2 Platinum 」 の動作中は、画面の解像度-色数の変更は行 
ねないで < ださい。 

• テレビ番組、ビデオデッキやアナ□グのビデオカラのテープの映像を取り込み 
(録画)、編集するときは、まず 「 WinDVR 」 を使巧して映像を取り込み、その穫 
「WinDVD Crea 化「2 Platinum 」 で編集してください。 「 WinDVR 」 と 
「WinDVD Creator 2 Platinum 」 の使いかたについては、同捆の [interVideo 
WinDVR ユーヴーズ•マ こユア ル』と rinterVideo WinDVD Creator 2 
Platinum ユーヴーズ- マこュ アル』をご覧ください。 


ro 映像データをパソコンに取り込む { 


■Hw 映像データを取り込む前に 

• デジタルビデオカメラの映像を取り込むときは rWinDVD Creator 2 Platinum 」 
を、テレビ番組、ビデオデッキやアナログのビデオカメラのテープの映像を取り 
込む庙ミ画）ときは rWinDVR 」 を使用してください。本製品に付属の 
rWinDVD Creator 2 Platinum 」、「 WinDVR 」 (がの映像データを取り込むソ 
フトウェアは、動作な証していません。 

本製品に既にインストールされている 「Windows Movie Maker 2」やその他の 
映像データを取り込むソフトウェアは使用しないでください。 

• バッテ U 駆動で使用中に映像データの取り込みを行ラと、バッテリ消耗などに 
よって取り込みに失敗するおそれびあります。必ず A 巳アダプタでパソコンを電 
源に接続して使用してください。 
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1 デジタルビデオカメラの場を 

デジタルビデオカメラを接続し、映像データを J くソコンに取り込みます。 

1し LINK ( IEEE 1394) ケーブルをパソコン本体に接続する 

プラグの向をを確認して差し込んでくださ 
い。 


国^ i . LINK ケーブルの接続の詳細 

『応用にチャレンジ2章 7 i.UNK (IEEE 1394) 対応機器を接続する』 

2ケーブルのちラー方のプラグをデジタルビデオカメラに接続する 

3デジタルビデオカメラの電源を入れる 

[デジタルビデオデバイス]画面び表示されます。 

4 [ DVD ムービーの記録、編集、作成 WinDVD Creator 使風を選 
択し①、 [0 K ] ボタンをクリックする ② 


① 


③ 

rWinDVD Creator 2 Platinum 」 が起動します。 




「WinDVD Great 日 r 2 Platinum 」 が起動しない場合は、[スタート]一[すべての 
プ□グラム] 一 [InterVideo WinDVD Creator ] 一 [InterVideo WinDVD 
Creator ] をクリックして起動してください。 


[WinDVD Creator 2 Platinum 」 の使いかたについては、同捆の 『interVideo 
WinDVD Creator 2 Platinum ユーヴーズ-マこュアル』をご覧ください。 





















ヘルプの起動方法 

1メニューパーの[ヘルスー[ヘルスをクリックする 

国案 rWinDVD Creator 2 Platinum 」 の問い合わせ先 

『困ったときは付録1アプ U ケーシヨンの問い合わせ先』 

2アナ□グのビデオカメラやビデオデッキなどの場合 

* TV チューナ内蔵モデルのみ 

本製品にケーブルを使ってアナ□グのビデオカ ラやビデオデッキなどを接続する 
と、映像を取り込むことがでをます。取り込んだ映像は、編集したり、 DVD に書さ 
込んだりでをます。 

【ビデオケーブルの接続】 

1ビデオケーブルのプラグをパソコン本体の音声入力端子（ホ：音声ち、 
白：音声左)、ビデオ入力（コンポジット）コネクタ（黄）に差し込む 

取りはずずとさは、音声入力端子、ビデオ 
入力（コンポジット）コネクタからビデオ 
ケーブルのプラグを巧さます。 


2ビデオケーブルのちラー方のプラグを接続ずる機器の出力端子に差 
し込む 

[ S 端子ケーブルの接続】 

1 S 端子ケーブルのプラグをパソコン本体のビデオ入力 ( S - Video ) 
コネクタに差し込む 

取りはずすときは、ビデオ入力 （ S - Video ) 
コネクタから S 端子ケーブルのプラグを巧 
さます。 
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2 s 端子ケーブルのちラー方のプラグを接続する機器の出力端子に差 
し込む 

音声は、ビデオケーブルで音声入力端テ（ホ：音声ち、白：音声左）に接続 
して聞いて < ださい。 

ケーブルでアナ□グのビデオカメラやビデオデッキなどを接続したら、 「 WinDVR 」 
を起動してください。 

[スタート]一[すべてのプログラム]-* • [InterVideo WinDVR ] -► [InterVideo 
WinDVR ] をク U ックすると起動します。 

「 WinDVR 」 の使いかたについては、同捆の 『interVideo WinDVR ユーヴーズ•マ 
ニユアル』をご覧ください。また、 『 TV / 巳 D 操作ガイド』をよくお読みください。 

ヘルプの起動方法 

1 WinDVR コント□-ルパネルの[ヘルプ]ボタン （ ? ) をクリッ 
クずる 

国^ 「 WinDVR 」 の問い合わせ先 

『困ったとをは付録1アプ U ケーシヨンの問い合わせ先』 


映像データの編集について 


映像データを 「WinDVD Creator 2 Platinum 」 で編集することができます。 
編集のち法については、同捆の 『interVideo WinDVD Creator 2 Platinum ユー 
ヴーズ■マこユアル』をご覧 <ださい。 

編集した映像デ-夕について - 

•編集した映像データを本製品で再生する場合は 、 「InterVideo WinDVD 」 を使用 
してください 。 「Windows Media Player 」 やその他の市販ソフトを使用して再 
生すると、表示が乱れたり、再をでさない場合があります。このよラなとさは、 
「InterVideo WinDVD 」 を起動し、再生してください。 


編集した映像データは、デジタルビデオ機器に出力することがでさます。 









[ a ) 映像データを DVD に書を込む 


中 DVD マルチドライブモデルまたは DVD-RARW ドライブモデルのみ 


r 

L 


映像データを DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - FU こ書き込むことびできます。 
書き込みち法については、同おの FinterVideo WinDVD Creator 2 Platinum 
ユーヴーズ.マニュアル』をご覧ください。 

映像データを DVD に書さ込む前に 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R に書き込みを行う際には、それぞれの規格に準 
拠したメディアを使用してください。また、巧奨するメーカのメディアを使用し 
てください。なお、再生ずる機器に応じて、その機器の取扱説明書でち巧奨され 
ているメディアを使用してください。 

A - DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD-R につし、て 
ri 章9-©使用できる DVD 」 

守らずに使用すると、書さ込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへ 
のショックなど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、 
書き込みに失敗ずることびあります。 

• 本製品に付属の 「WinDVD Creator 2円 atinum 」 しソ外の映像データライティン 
グソフトウェアは動作保証していません。 

• バッテリ駆動で使巧中に書を込みを行ラと、バッテリの消耗などによって書を込 
みに失敗するおそれびあります。必ず A 巳アダプタを使用してノてソコンを電源に 
接続して使用してください。 

•書さ込みを行ラ際は、本製品の省電力機能び働かないよラにして<ださい。また、 
スタンバイや体止状態を実行しないでください。 

国^詳細について『応用にチャレンジ3章2省電力の設定をする』 

『応用にチャレンジ3章3パソコンの使用を中断する/電源を切る』 
•次に示ずような、ライティングソフトウェアしソ外のソフトウェアは終了させてく 
ださい。 

-スクリーンセーパ' 

-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
-モデムなどの通信アプリケーション など 

ソフトウエアによっては動作の不安定やデータの破損の原因となるので、使用し 
ないことを巧奨します。 


に己 





6 オリジナル DVD を作る 


書さ込み/削除を行ラにあたって 

* タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴを切り替える、画面の解像 
度や色数の変更など、 J (ソコン本体の操作を行わないでください。 

• パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 次の機器の取り付け/取りはずしを行わないで<ださい。 

PC 力ード、 USB 対応機器、外部ディスプレイ、 i . LINK 対応機器 、 SD メモ U 
力ード、メモリースティック、パラレルコネクタに接続する機器、テレビ 
• パソコン本体から携帯電話、および他の無線通信装置を離してください。 

* 重要なデータについては、書を込み終了後、必ずデータび正しく書さ込まれたこ 
とをお認してください。 

• 書を込み済みの DVD - RW に書を込みを行ラ場合は、 「 Drag ’ n Drop CD + DVD 」 
などで消去する必要びあります。 

消まち法については、 「 Drag’n DropCD + DVD 」 のヘルプをお認してください。 
国^ rOrag'n Drop CD + DVD 」 のヘルプ 

「本章 3-0 Drag'n Drop CD + DVD を使う」 

rWinDVD Creator 2 Platinum 」 の「ムービー作成」について 

• 「ムービー作成」では- VR フォーマットでの書を込みはでさません。 

• 書を込みび可能な DVD - RW 、 DVD - R へ最大約2時間の映像データを DVD - 
Video フォーマットで記録できます。 

• DVD - Au 出 0 や Video CD 、 miniDVD を作成することはできません。 

• DVD マルチドライブモデルの場合、 DVD - RAM に DVD - Video フォーマットで 
記録でをますび、作成されたメディアは本製品にインストールされている 
rinterVideo WinDVD 」 でのみ再生可能となります。 

• DVD - RW . DVD 书へ書き込みを行うには、ビデオの長さ1時間当たり八ード 
ディスクに 2 GBL ツ上の空き容量び必要です。あらかじめ八ードディスクの空き容 
量をお認してください。 

• DVD - RW 、 DVD - R に映像データを書さ込む場合、映像データの大ささや編集の 
しかたによってはデータの変換に数時間かかることびあります。 

作成した DVD-RAM ( DVD マルチドライブモデルのみ)、 DVD - RW 、 DVD - R について 

•作成した DVD-RAM ( DVD マルチドライブモデルのみ)、 DVD - RW 、 DVD - R は、 
一部の家庭用 DVD ビデオレコーダやパソコンでは再生でさない場合びあります。 
•作成した DVD-RAM ( DVD マルチドライブモデルのみ)、 DVD - RW 、 DVD - R を 
本製品で再生する場合は 、 rinterVideo WinDVD 」 を使用してください。 
[Windows Media Player 」 やその他の市販ソフトを使用して再生すると、表示 
び乱れたり、再生でをない場合びあります。 
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音楽と映像 


「WinDVD Creator 2 Platinum 」 の「ディスクマネージャ」について 

•「ディスクマネージャ」では、映像データを- VR フオーマットで DVD - RAM に 
( DVD マルチドライブモデルのみ)、または、 DVD - Video フオーマットで DVD - 
RW に記録することができます。 

• DVD マルチドライブモデルの場合、「ディスクマネージャ」では 、 -VR フオー 
マットで記録された DVD - RAM の映像データを編集することができます。 

• DVD - RW 、 DVD - R に- VR フオー マッ トでの書き込みはできません。 

• DVD マルチドライブモデルの場を、 DVD - RAM へ書き込むには、あらかじめ 
フ オーマッ トツールで UDF 2 .□形式のフ オーマッ トをしておく必要があります。 

国^ DVD - RAM のフオーマット「]章 9-0 DVD - RAM を使うときは」 

• 扱えるプレイ U ストは]個だけです。 

• DVD - RAM レコーダでプ□グラムなどに設定したサムネイル画像と異なるサムネ 
イル画像が表示されることびあります。 

• DVD - RAM をドライブにセットしても、「ディスクマネージャ」で ディアの内 
容が認識でさないことがあります。 

FDD / CD-ROM 曰/® LED が点灯または点滅中は処理中なので、消灯するまでお 
待ちください。 FDD / CD - ROM 日/違) LED の消灯穫に X ディアの内容が認識でき 
ない場合は、「ディスクマネージャ」の[ドライブの選が]の®ボタンをク U ッ 
クし、表示されたこユーから本製品のドライブを選択して<ださい。 

また DVD - R /- RW ドライブモデルの場合、「ディスクマネージャ」で DVD-RAM 
は使用でをません。 
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ショートカツトキー . 

AC アダプタの仕様 ... 
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Arrow Mode LED . 25, 

Backspace 4^—. 

Battery LED . 

BeatJam .94. 

Caps Lock LED .24. 

Caps Lock 英数キー . 

CD / DVD 静音ユーティ U ティ ....... 

CD の取り扱い ... 

Ctrl キー . 24’ 


DC IN LED .23 

Del キー . 2 己 

Disk LED .23 

Drag n Drop CD + DVD .107 

DVD - Vide 日を観る .112 

DVD の取 0 扱し^ ... 7己 

Enter キー ... 2己 

Esc キ_ . 24 


FDD / CD-ROM LED . 23 

Fn キー . 24 
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i . LINK コネクタ .] 已 

IEEE ] 394コネクタ . 16 

Ins キー . 2己 

InterVideo WinDVD . 112 

LAN つネクタ . 18 

LINE OUT 端子 . 16 

Numeric Mode LED .2 己， 26 

PadTouch .36 

Pause キー .2 已 

PC カードス□ツト . 16 

Power LED .23 

PrtSc キー .2 已 

RG 目コネクタ ...18 

S - Video 出カコネクタ . 18 

SD カードス□ツト . 16 

SDX モ I 」力ードのセット . 83 

SD ；><モリ カー ドの取り扱い . 87 

SD >< モリカードの取り出し . 83 

Shift キー . 24, 2己 

Space キー . 24 
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才 U ジナル DVD を作る . 

才1」ジナル音楽 CD を作る ........ 

音楽 CD を聴く . 

音楽ファイルを聴く . 

音声入力端子 . 

醜 . 

カタカナ/ひらびなキー . 

型 S . 

キーボード . 

キーボードの取り扱い . 

ク IJ ック . 

くるくる壁紙チェンジヤー ........ 

誤消去防止スイッチ 

(メモ IJ - スティック） . 

サイバーサポートボタン . 

使用でさる CD . 

使巧でさる DVD . 

使巧でさるフ□ッピーディスク 
使巧でさるメモ U —スティック 


TV チューナ . 

USB コネクタ . 

Windows Media 円 ayer …94, 
WinDVD Creator 2 Platinum 

WinDVR . 

アプ IJ ケーシヨンキー . 

ア□-状態 . 

アンテナ入力端子 . 

インジケータ . 

インスタントセキュ I 」ティ機能... 
インターネットボタン . 

ウィンドウズキー . 

液晶ディスプレイの取り扱い ....... 

オーディオパネルの取り付け ....... 

オーディオパネルの取りはずし... 

オーバレイキー . 

大文字□ック状態 . 



数字□ック状態 . 26 


数字□ック状態 . 26 

スク□ールスイッチ . 16, 34 

スピーカ . 16 



Tab キー . 24 

TFT ち式カラー液晶ディスプレイ 


17 4 9 
2 0 9 9 



7 9 6 7 
6 6 7 8 



7 5 5 6 
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バソコン本体の取り扱い 
バックライト巧董光管.. 

バッテ U パック . 

パラレルコネクタ . 

半/全キー . 


ドライブ . 

ドラッグアンドド□ップ . 

内蔵マイク . 

曰本語入カパネル . 

曰本語入カパネルの取り付け 
曰本語入カパネルの取りはずし 



左ボタン . ]已 


ビデオ入力 （ S - Video ) コネクタ 

. 17 

ビデオ入力（コンポジット）コネクタ 

. 17 

表示可能色数 . 50 



フアンクシヨン キー . 24 


オー マット 

( DVD - RAM ). 

.71 

フ オー マット 

(SD メモ U 力ード） 




.8 己 

フ オー マット 

(フ□ッピーディスク） 



.79 


フォー マット（メモリースティック） 

. 90 


製造番号 . 19 

セキュ U ティ□ック-ス□ット ...... 16 

増設メモ U ス□ット . 19 

タッチパッド . 16, 31 

タッピング . 32 

ダブルク1」ック . 32 

チルト . 19 

通風孔 . 18 

ディヴリング . 51 

ディスプレイ . ]已 

ディスプレイ開閉ラッチ . 16 

デジカメ Walker . 118 

デジタルカメラの写真を 

編集/整理する . 118 

電源コードの仕様 . 21 

電源コードの取り扱い . 吕吕 

電源コネクタ . 18 

電源スイッチ . 17 

電源スイッチについて . 17 

まち SD メモ1」力ードフォーマット 

. 85 

特殊機能キー . 30 
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保護フイルム . 

ボ U ユームコント□-ル 
ボ U ュームダイヤル ...... 


へッドホン出力端子 
変換キー . 


マイク入力端子.., 
7ルチ A V バネル 


フ□ッピーディスクのセット . 77 

フ□ッピーディスクの取り扱い ...... 81 

フ□ッピーディスクの取り出し ...... 77 


マルチ AV パネ J レの取り付け . 47 

マルチ AV バネルの取りはずし ...... 4巳 


ちボタン . 16 

巧変換キー . 24 


フォトフレームバネルの取0付け 

. 47 

フォトフレームバネルの取0はずし 

. 4巳 

フラットバネルの取り付け . 49 

フラットバネルの取りはずし . 48 

フ□ッピーディスクドライブ . 16 

フ□ッピーディスクドライブの手入れ 
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スイッチ . 

ワンタッチボタン 


メールボタン . 17 

メモ IJ - ステイツクス□ツト . 16 

メモ U - スティックのセット . 88 


メモ U - ステイツクの取り扱い ...... 90 

メモ U - ステイツクの取り出し ...... 88 
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ライトプ□テクトタブ 

(SD メモ1」力ード） . 84 

ライトプ□テクトタブ 

(フ□ッピーディスク） . 78 

ライフスタイルバネル . 16, 41 

ライフスタイルバネルの交換 . 45 


UU - ス眉報 . 8 

録音レベルの調整 . 60 
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